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この本の読みかた 


本書は、なの7つの章と付録で構成されています。 

奇数ページのち端と偶数ページの左端には、各章のマークをつけてあります。 
マークは章ごとに一段ずつ下げてあるので、目的の章を検索するときにご利用 
ください。 


パソコンの基本操作を覚えよ 




パソコンの各部の名前か日始まり、パソコン本体に用意されているボタン 
ゃス□ット、さまざまな機能について説明しています。 


2章ネットワークの世界へ 


パソコンを外の世界と結ぶネットワーク。 

ネットワークへの接続方法について説明しています。 


章周巧機器をほって機能を広げよラ 


パソコン本体に用意されているコネクタにいろいろな機器をつないで、機 
能を広げることびでさます。本パソコンにはどんなコネクタび用意されて 
いて、どんな機器び接続できるのかを説明しています。 


4章バッテリー駆動でほう 


屋外やテラスなど、電源コンセントびない場所で使用するために、本八ソコ 
ンにはバッテ U —駆動の機能び用意されています。バッテ U —駆動で使用 
するための充電方法や、ノ（ッテ U —の交換手順を説明しています。 


已章システム廣境の変ち 


ノ（ソコンのシステム構成を変更する BIOS セットアップの操作方法を説明 
しています。 


巨章パソコンの動作びおかしいとまは 


なんだか動さびおかしい、故障？と思ラよラなとさ、また使用上困ってし 
まってどラしよラちないときなどのトラブル解消方法を紹介しています。 


章お巧いをわせされるとをは 


本製品に用意されているアプ U ケーシヨンなどのお問い合わせ先を掲載し 
ています。 


付録 


本製品を使用するにあたってのお願いと、技術基準適合、無線 LAN など 
について記しています。 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、：欠の決まりに従って書かれています。 


KK 記号の意味 


A 危険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ミま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること"を 
7 R しよ9 〇 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 

ほかのマニュアルへの参照の場合…『』 

パソコンで見るマニュアルへの参照の場合…《》 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： XXXX 》 と書いている 
場合、《パソコンで見るマニュアル》の[キーワード検索]に 
rxxxx 」 を入力すると、目的のページを検索できます。 
パソコンで見るマニュアルにはさまざまな情報び記載されてい 
まず。 


* 1重傷とは、失おやけび、やけど（高温•ほ温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋' 家財および家畜-ぺット等にかかわるあ大損害をさします。 
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B 用語について 


本書では、巧のよラに定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) を示します。本製品 
のシステムは Windows 7です。 


アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows または Windows 7 

特に説明びない場合は、 Windows ® 7 Home Premium を示します。 

パソコンで見るマニユアル 

パソコン上で見ることのできる、電子マニュアル「パソコンで見るマニュアル」を示します。 
デスクトップ上の[おたすけナビ]アイコンをダブルク U ックー[パソコンで見るマニュアル] 
タブの[パソコンで見るマニュアル TO 円ボタンをク U ックして起動します。 

ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブを示します。 

詳細について「1章 □ CD や DVD を使う」 


HDMI 端子モデル 

HDMI 出力端テを内蔵しているモデルを示します。 

Bluetooth モデル 

Bluetooth 機能を搭載しているモデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能を搭載しているモデルを示します。 

ExpressCard モデル 

ExpressCard ス□ットを内蔵しているモデルを示します。 

ボタン内蔵モデル 

オーディオボタン、ミュートボタンを内蔵しているモデルを示します。 


ご購入のモデルの仕様については、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズ 
をお使いのかたへ』を確認してください。 
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mm 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「 * * * * モデルの場合」や「****シ U - ズのみ」な 
どのよラにミ主記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

• アプ U ケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは内蔵八ードディスクや付属 
の巳 D / DVD か日インストールしたパージョンを使用することを前提に説明しています。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 

•本書では、コント□ールパネルの操作方法について表示方法を「カテゴリ」に設定している 
ことを前提に説明しています。画面ち上の[表示方法]び「大きいアイコン」または r ルさ 
いアイコン」になっている場合は、「カテゴリ」に切り替えてから操作説明を確認してくだ 
さい。 

コント□-ルバネルの表示《バソコンで見るマニュアル（検索）：コント□-ルパネル》 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。 
画面の表示と異なる場合びありますび、読み換えてご使用ください。 


ES Trademarks 

• IVIi 巳 rosoft 、 Windows、Windows Media、Windows Live 、 Aero 、 Ex 巳 el 、 MSN 、 
Outlook 、 PowerPoint 、 SkyDrive は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他 
の国における登録商標または商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Celeron 、 Centrino は、ァメ U 力合衆国およびその他の 
国における Intel Corporation またはそのモ会社の商標、または登録商標です。 

• ATOK は、株式会社ジャストシステムの登録商標です。 

• ATOK は、株式会社ジャストシステムの著作物であり、著作権、その他の権利は株式会社 
ジャストシステムおよびさ権利をに帰属します。 

• Ma 吕 icGate 、 メモ U — スティック、メモ U — スティック□ゴ、メモ U — スティック PRO は、 
ソニー 株式会社の商標です。 

• SD □ゴは商標です。 （ぶ A ) 

• SDHC □ゴは商標です。 

• HDMI および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing LLC . の登録 
商標または商標です。 

• LaLaVoice 、 ConfigFree 、 おたすけナビは、株式会社東芝の登録商標または商標です。 

• 「駅探」は登録商標です。 

• Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米 
国ならびに他の国における商標ならびに登録商標です。 

• Corel 、 Corel □ゴ、 Ulead 、 Ulead □ゴ 、 DVD MovieWriter は、カナダ、米国および/ま 
たはその他の国における Corel Corporations および/またはその関連会社の商標または登 
録商標です。 

• McAfee 、 SiteAdvisor およびマカフィーは米国法人 McAfee , Inc . またはその関係会社の 
登録商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 
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• Napster 、 Napster To Go、Napster Basic 、 Napster a la 巳 arte は、 Napster ， LLC の 
商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• Java はサンマイク□システムズ社の米国および他の国における登録商標または商標です。 

• Google ツールバーは Google Inc . の登録商標です。 

• 円 ipBook 、 円 ipViewer は E-Book Systems , Inc . の登録商標です。 

• デジタルアーツ / D に ITALARTS 、 ZBRAIN 、 アイフィルタ ー/ i - フィルターはデジタルアーツ 
株式会社の登録商標です。 

•スカパー! Net てれびはスカパー JSAT 株式会社の商標です。 

本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 

インテル Centrino® 2 プロセッサー • テクノロジーについて 

次の3つのコンポーネントを搭載したパソコンをインテル Centrino 2プ□セッサー-テクノロ 
ジー搭載と呼びます。 

•インテル®巳 ore ™ 2 Duo プロセッサー 

•モノ（イルインテル® GM 4 已 Express チップセット 

•インテル® Wi 円 Link 已] OOAGN 

■ a プ□七ッサ （ CPU ) に関するご注意 

本製品に使われているプ□セッヴ ( CPU ) の処理能力は次のような条件によって違しめ觸れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプターを接続せずバッテ U - 駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 

•本製品を通常の電話回線、ちしくはほ速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造おに使用するソフト（たとえば、運巧に高性能コンピューターび必要に設計されて 
いるデヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧び低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高].000 メートル （3. 280フイート）じ(上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3□で（高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウてア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。これは、 
当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客様のデー 
夕の喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。なお、 
このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録機器に 
て保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨する状 
態にて本製品をご使用ください。 
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■巨 4 ビットプ□セッサに関するを意 

巨4ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
巨4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

•己4ビット対応の 0 S (オペレーティングシステム）びインストールされている 
•己4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
•己4ビット対応の BIOS び搭載されている 
• 己4ビット対応のデバイスドライバーびインストールされている 
•己4ビット対応のアプ I 」ケーシヨンびインス I -ールされている 

特定のデバイスドライバーおよびアプ U ケーシヨンは己4ビットプ□セッサ上で正常に動作しな 
い場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、己4ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 

このほかの使用制限事項につきましては取扱説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 


mm 着作権について 


音楽、映像、コンピューター•プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ち 
および著作権ちの権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利ちの了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを 
行ラと、「著作権侵害」 r 著作ち人格権侵害」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることび 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用を 
むびけてください。 


mm リリース情漸こついて 


n 」 u —ス情報」には、本製品を使用するラえでのミ主意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情報] 
をク I 」ツクする 


mm お願い 

•本製品の内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日イン 
ス I -ールしたシステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!-ールした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『準備しよう』に記載している手順じ(外の方法で、 
パーティションを変更-削除-追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊すおそれび 
あります。 

•内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD からインス I ル 
したシステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用でさます。 
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•購入時に定められた条件じ(外で、製品およびソフトウェアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じ5れています。取り扱いにはミ主意してください。 

•パスワー ドを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型衝を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。有償にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使 
用でさなくなり、交換対応となります。この場合ち有償です。またどち日の場合ち、身分証 
明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ対策のためのノ（スワード設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能を 
備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。セキュリティの 
問題の発生や、生じた損害に関し、当社は一切の責任を負いません。 

•本製品のセキュ U ティ□ック-ス□ットおよび接続するセキュ U ティケーブルは盗難を抑止 
するためのちのであり、万一発生した盗難事故の被害について、当社は一切の責任を負いま 
せん。 

•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルおよびファイアウォール 
規則などは、新種のウイルスやワーム、スパイウェア、クラッキングなどか b コンピュー 
ターを保護するためにち、常に最新のちのにアップデートする必要びあります。最新版への 
アップデートは、ご使用開始か日90日間に限り無料で行ラことびできます。目0曰を経過す 
るとウイルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使用でさなくなります。ウイルス 
チェックび全く行われない巧態となりますので、必ず期限切れ前に有償の正規サービスへ登 
録するか、市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴー使用許諾契約書』およ 
び『ソフトウェアに関するミ主意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーシヨン超動時に使用許諾書び表おされた場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書は表示されな 
くなります。 U カノ （ U —を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。当 

社ホームページで登録でさます。 

詳細について『準備しよう日章 D お客様登録の手続き』 

Id [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージをを意し 

て読み、開始した操作の内容を確認してから、画面の指示に従って操作してください。 

パスワードの入力を巧め5れた場合は、管理ちアカウントのパスワードで認証を行ってくださ 

し、。 
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■ パソコンの昼本操作を覚えよう 


このパソコン本体の各部について、役割、基本の使いかたなどを説明 
しています。 


1各部の名称—外観図— . 12 

2ポインターを動かす/文字キーを使う 

—タッチパッドとマウスとキーボードー . 1巨 

3八ードディスクドライブ . 22 

4巳 D や DVD を使ラードライブー . 23 

已画面を見やすく調整するーディスプレイ- . 28 

巨いろいろなメディアカードを使う 

-ブリッジメディアス□ッ I . 29 












さ部の撕 

-外観図一 


ここでは、各部の名前と機能を簡单に説明します。 

それぞれについての詳しい説明は、各参照ページや各マニュアルを確認してください。 


■ お願い 


が観図について 


本製品に表示されている、コネクタ、 LED 、 スイッチのマーク（アイコン)、およびキーボード 
上のマーク（アイコン）は最大構成を想定した設計となっていまず。ご購入いただいたモデルに 
よっては、機能のないちのびあります。 

ご購入のモデルの仕様については、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズを 
お使いのかたへ』を巧認してください。 


前面図 


この部分に無線 LAN 
アンテナび内蔵され 
ています。 


通風孔- i 

パソコン本体内部の 
熱をが部に逃びすための 
ちのです。 

ふさびないで < ださい。 




スピーカ— 



- P .13 の r 電源スイッチ-ボタン」を 
確認してください。 

ディスプレイ（ご P .28) 


スピーカー 

-システムインジケーター 

P .14 の「システムインジケーター」を 
参照してください。 


〇 RG 巨コネクタ（ご P. 己 9) -1 

が部ディスプレイと接続して、パソコンの 
映像を外部ディスプレイに表示します。 

品 LAN コネクタ- 

ADSL モデムなどを使ラとをに、 LAN ケーブル 
を接続します。 

『準備しよう 3 章 D-iri-n LAN ケースレ 
を接続する』を参照してくださし、。 

H 口 mi HDMI 出力端子（ご P. 己3、60)- 

HDMI ケーブルを接続して、パソコンの映像を 
テレビに表示します。 

本 HDMI 端テモデルのみ 

eSATA ^ eSATA コネクタ- 

/US 目コネクタ （：> P. 己日） 

eSATA 対応機器や US 巨対応機器を接続します。 
eSATA コネクタについては く 〈パソコンで見る 
マニュアル〉〉を参照してください。 




I -» ^プリッジメディアス□ット 

(ご P .29) 

SD 方モリカード、方モリースティック、 
マルチ方ディアカードなどをセットし 
ます。 

一^ボリュームダイヤル 

《パソコンで見るマニュアル)〉を参照してくだ 
さい。音量を調整します。 


-昼 ExpressCard 乂□ツト 

《パソコンで見るマニュアル〉〉を参照してください。 
ExpressCard をセッ I '- します。 

香 ExpressCard モデルのみ 

-1。ヘッドホン出力端子 

《バソコンで見るマニュアル》を参照して < ださい。 
へッドホンや MD コンポなどを接続しまず。 

なマイク入力端テ 

《バソコンで見るマニュアル》を参照してください。 
マイク□ホンを接続しまず。 











p & 電源スイッチ 

p 再生/-時停止ボタン 
P 逆送りボタン 

P 早送りボタン 

の |[ ►/!■ ][ II 禪- 


S ュートボタン ー 

音量のオン/オフを切り替えます。 


I ボタンの操作方法 _ 

操作するボタンを、指で巧してください。巧したボタンに割り当てられている機能を実行しま 
す。ボタンに割り当て日れている機能は「東芝ボタンサポート」で変更できます。詳しくは、 
《パソコンで見るマニュアル（検索）：ボタン設定を変更する》を参照してください。 

I ボタン機能 


それぞれのボタンの機能は、《パソコンで見るマニュアル（検索） 
てください。 


ボタン操作一覧》を参照し 
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各部の名称一外観図一 


mm 電源スイッチ • ボタン 

* ボタンはボタン内蔵モデルのみ 

パソコンで DVD を見たり音楽を聴いたりするとき、ボタンを使用すると簡単に操作することび 
でさます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
































D 各部の名称一外観図一 


^ ■ システムインジケーター 

システムインジケーターは、点打状態によって、パソコン本体びどのような動作をしているの 
かを知ることびでさます。 

/ N 

♦1 む □ 0 D 

\_ J 


ソ 
□ 
ン 
の 
基 
本 
i 桑 
作 
を 
覚 
ス 
ぶ 
ラ 



DC IN LED 

電源コード接続の状態 

『準備しよラ1章口-巧]-電源に関ずる表示』 

む 

Power LED 

電源の状態 

『準備しよう1章 □- 团-電励こ関する表示』 

口 

Battery LED 

バッテ U - の状態固!^ P '64 

0 

Disk LED 

八ードディスクドライブにアクセスしている P .22 

□ 

ブ U ツジメディア LED 

ブ U ッジメディアス□ットにアクセスしている 

固或 P .30 


背面図 



^—ホード- 

『アシストシート』を参照してください。 

タッチパッド（ご P . 16 ) 

パッドの上を指でなぞって、パソコンを操作します。 

左ボタン（ご P . 16 ) 

項目を選おします。 

ちボタン（ご P . 16 ) 

メニューを表します C 



ドライブ（ご P .23) 

CD/DVD をセツトする装置です。 

USB コネクタ（ご P . 已日） 

US 目対応機器を接続します。 

dSv 電源コネクタ- 
『準備しよラ ] 章 0- D 電源コードと AC アダプターを 
接続する』を参照してください。 


QE セキュリティ□ック•ス□ット 

盗難を抑止するためのセキュ U ティケーブルを 
接続でをます。 

セキュリティケーブルは、本製品に対応してし、る 
わのをご利用ください。詳しくは販売店などに 
確認してください。 
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D 各部の名称一外観図一 


3 



国メモ U ス□ット（ご P .4 已) 

メモ I 」を増設する場所でず。 


，が J ^型番と製造番号 



②-□バッテ U - • UU - スラッチ」 
(ご P '68) 

バッテ U —パックをパソコン本体か5はずす 
とさに使ララッチです。 

バッテリーパック（ご P .64) 


ラベルに型番（機種名）と製造番号 
び記載されています。 


COA ラベル 

本製品の日 S び正規の Windows である 
ことを示ずラベルです。 

はびしたりミちしたりしないで<ださい。 


I —①バッテリー安全□ック（ご P .68) 

バッテリーパックびパソコン本体か5はずれない 
よラにするためのスイッチでず。 




本製品の裏面について 


通風孔は、パソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのちのです。 
ふさびないで < ださい。 




機器への強い衝撃や外圧について 


あらかじめ、「付録 D - 眶■-機器への強い衝撃や外圧について」をお認してください。 


□電源コードの仕様 

本製品に付属の電源コー问ホ、日本の規格にのみ準拠しています。 

使用できる電圧 （ AC ) は、 ]00 V です。 

必ず AC ] 00 V のコンセントで使用してください。 

* 取得規格は、電気用品ま全法です。 

その他の地域で使用する場合は、当該国-地域の法令-安全規格に適合した電源コードを購入 
してください。 

□ AC アダプターの仕様 

パソコン本体裏面の、型番び記載してあるラベルに DC 電源の仕様び記載されています。ラべ 
ルの「定格電圧」 r 定格電流」と同じ数値び記載されている、付属の AC アダプターをご使用く 
ださい。 
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パソミ S 本操作を覚えよラ 








































パ 電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイにび表示されます。この矢 
ソ 印を「ポインター」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインター」を動かしな 
コ び日パソコンを操作していきます。 

ン パソコン本体には、「ポインター」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボタン/ち 
の ボタンびあります。 

基 

之!^ タッチパッドと左ボタン/ちボタンを使ってポインターを動かし、パソコンを操作してみま 

操 しょぅ。 

作 ここでは、タッチパッドと左ボタン/ちボタンの基本的な機能を説明します。 



■■巧巧（ポインター)を動かす 

操作を始める位置を示す矢印（ポインター）は、タッチパッドに置いた指の方向に合わせて動 
きます。指を上下左ちに動かしてみましよラ。 

指びタッチパッドの端までさてしまい、それじ(上動かせなくなったとさは、いったん指をはな 
してか日、タッチパッドの中央に置き直して操作します。 








且ポインターを動かす/夕字キーを使う-タッチパッドとマウスとキーボート 


U アイコンを選がする 

アイコン、文字などを選択するには、ポインターを目的のアイコンや文字などの位置に合わせ 
て、左ボタンを]回押します（クリック）。 

アイコンなどを選択すると、色び変わります。 

<クリックする前> 



巧 


サンスレピクチで 
フアイ J レフブ J レダー 


くクリックした後 > 


a 


サンスレピクチで 
フア^ L ^ィ し夕— 


役立つ操作集 


ダブルク IJ ックする 

ダブルク U ックすると、ファイルを開いたりアプリケーションを起動でを、2回巧す 

まろ 。 厂广 

ポインターを目的の位置に合わせて、左ボタンをすばやく2回押します。ヵチヵチ互1心^^^ 





ちク U ックする 

ちク1」ックすると、メニューび表示され、そこ 
から行いたいことをク1」ックして選択でをます。 
ポインターを目的の位置に合わせて、ちボタンを 
] 回押します。 



写* 

フアイ/レフブ71/^:^— 


，巧 


81<(〇) 

巧しいウィンドウで H く (E) 
拥 (H) 

Blue 防 ontUSA^ る 
它丰ユ U ティ g 田公ホ是 
送る (N) 

切0巧 om 
コビザ） 

シ3-卜力‘ yh •のがま (S) 
M お脚 
名巧 (7：«g(M) 


ドラッグアンドド□ップする 

ドラッグアンドドロップをすると、アイコンやウインドウを移動したり、複 
数の文字やアイコンを選択したりでをます。ポインターを目的の位置に合わ 
せて、左ボタンを押したまま①、別の指でタッチバッドを使ってポインター 
を動かしまず② (ドラッグ)。ポインターび目的の位置に移動したら、左ボ 
タンから指をはなします③（ドロップ)。 


スク□ールする 

スクロールとは画面を動かすことです。 

スクロールすると画面に表示しされない部分を見ることびでさます。 

タッチパッドのち辺に指を置いて上下に動かすと、上下にスクロールします。 
タッチパッドの下辺に指を置いて左ちに動かすと、左ちにスクロールします。 




パソ n ンの基本操作を覚えよう 
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Q ポインターを動かす/夕字キーを使ラ ータッチバッドとマウスとキーボード- 


K ■慣れてまたら 

慣れてさた日、左ボタンを使わなくてち、なのよラな基本的な操作びでさます。 


□クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを]回軽くたたくとクリック、 
2回たたくとダブルク I 」ックびでさます。 



□ ドラッグアンドドロップ 

タッチパッドを続けて2回たたさ、2回目は 
タッチパッドか日指をはなさずに目的の位置 
まで移動し、指をはなします。 


旨をはなさず動かず） 


〇 


は 


タッチパッドの設定変更については、《パソコンで見るマニュアル（検索）：タッチパッドの設 
定》を参照してください。 
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マウスのほいかた 


* マウス付属モデルのみ 

マウスはタッチパッドの左ボタン/ちボタンと同じ働きをします。 

モデルによっては、 USB 対応のレーヴーマウスまたは光学式マウスび付属しています。ご購入 
のモデルのマウスの有無と種類については 、 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - 
ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

マウスは、 Windows のセットアップび終わったあとに、 USB コネクタに接続してください。 
マウスの接続について「3章0 USB 対応機器を使5」 


A ま意 


レーザーマウスは、不可視のレーザー光を使用した「クラス1レーザー製品」です C 
底面のセンサー孔を直接のぞさ込まないでください。 

マウス底面の光学式センサーの/赤色などの光を直接見ないで < ださい。 

目を痛めるおそれびあります。 


メモ 


I USB 対応のマウスを接続したとさに、タッチパッドによる操作び自動的に無効になるよラに設定ずる 
ことびでさます。 

設定方法《バソコンで見るマニュアル（検索）：タッチバッドの設定》 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 
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且ポインターを動かす/夕字キーを使う- タッチパッドとマウスとキーボート 


マウスを使ってポインターを動かしたり、クリック、ダブルク U ックなどをしてみましよう。 




I マウスの持ちかた _ 

マウスを手のひらで包むよラに持ち、人さし指と中指を 
各ボタンの上に置きます。 



I マウスをラま<動かすポイント _ 

マウスを動かす場所びなくなったとさは、いったんマウスを持ち上げ、マウスを動かせる位置 
に民します。 

•マウスパッドについて 

付属のマウスの種類（レーヴーまたは光学式）に対応したマウスパッドの使用を推奨します。 
対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作しない場合びあります。 

• レーザーマウスの使巧場所 

マウスは平らな場所で使用してください。 

また、ガラスなどの透明な素材、鏡などの光を反射する素材の上では使用しないでください。 
センサーびラまく動作しない場合びあります。 

•光学式マウスの使用場所 

マウスは平らな場所で使用してください。 

また' ガラスなどの透明な素材、鏡や光ミ尺のあるビニールなどの光を反射する素材の上では 
使用しないでください。光学式センサーびラまく動作しなし觸合びあります。 






















Q ポインターを動かす/夕字キーを使ラ ータッチバッドとマウスとキーボード- 


ポインターを動かず 


滑らせるよラにしてマウスを上下左ちに動かします。ポインターびマウスの動さに合わせて動 
さます。 




U アイコンを選択する 

ポインターを目的の位置に合わせて、左ボタンを]回巧し 
ます（クリック）。 


vo ! r 役立つ操作集 



ダブルク IJ ックする 

ポインターを目的の位置に合わせて、左ボタンをすばやく2回押ずこと 
でず。 

ダブルク U ックずるとさは、マウスび動かないよラに固定した状態でボ 
タンを押してください。 

ちク U ックする 

ポインターを目的の位置に合わせて、ちボタンを1回押ずことでず。 
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パソミ S 本操作養えよラ 
































且ポインターを動かす/夕字キーを使う-タッチパッドとマウスとキーボート 


^ メモマウスについて 


アプ U ケーシヨンによっては、ホイールを使ったスクロールに対応していない場合びあります。 


文字キーは、文字や記号を入力するとさに使います。 
文字キーに印刷されている文字や記号は、キーボード 
の文字入力の巧態によつて変わります。 


左上 


左下 


r 1 

1 

1 、 

や 

7 

V- 


キーボードを使った文字や記号の入力操作の詳細については、『アシストシート』、 
《パソコンで見るマニュアル（検索）：キーボードの文字キーの使いかた》を参照してく; 
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スク□ールする 

ホイールを前後にまわしたり、左ちに傾けたりすると、画面をス 
ク□ールすることがでをます。 

* 左ちのスク□ールは、横スク□ール機能付マウスのみ可能です。 



左上 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、アルファベットのル文字などび入力でさま 
す。1州// t | キーを巧しなび日巧すと、記号やアルファベットの大文字び入力でき 

0^ 9 〇 

左下 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、数字や記号び入力でさます。 

ち上 

かな入力びでさる状態で1 SH // TI キーを巧しなび日巧すと、記号、ひらびなの促音 
(ルさい「つ」）、物音（ルさい「や、ゅ、よ」）などび入力できます。 

ち下 

かな入力びでさる状態で巧すと、ひ日びなや記号び入力でさます。 


—ホードの文をキーのほいかた 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 


ち 


巧 


2 


既 










































3 


ドディスクドライブ 


本製品には、八ードディスクドライブび]台内蔵されています。 

内蔵されている八ードディスクドライブは、取りはずしでさません。 

USB 接続型や eSATA 接続型の八ードディスクなどを使用して記憶容量を増やすことびできま 
す。 


■ お願い 


操作にあたって 


パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合びあります。 
その他のミ主意事項については、あらかじめ、「付録 D - u 八ードディスクドライブについ口 
を確認してください。 


を ■ 

m I 八ードディスクドライブに関する表示 _ 

^ 内蔵の八ードディスクやドライブ、 eSATA 接続型の八ードディスクなどとデータをやり取り 

で しているときは、 Disk 日 LED び点灯します。 

つ 



八ードディスクに記録された内容は、故障や障書の原因にかかわ日ず保証でさません。 
万一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 
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CD や DVD 巧ほち 

-ドライブー 


本製品には、 DVD スーパーマルチドライブび1台内蔵されています。 
ドライブにはなのマークび入っています。 


RECORDER 


抽帽歴！ BP 


IReWritableli 


DVD+ReWritable 


* マークの位置や並び順は異なる場合びあります。 


DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R *,、 DVD + RW 、 DVD + R "、 CD - RW 、 CD - R の言売み出し/ 
書き込み機能と、 DVD - ROM 、 CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライブです。 

* 1本書では、 mVD - R 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD-R DL (Dual Layer 
DVD - R ) を含みます。 

*2 本書では、 「 DVD + R 」 と記載している場合、特に書さ分けのある場合を除さ、 DVD+R DL ( DVD+R 
Double Layer ) を含みます。 

『安むしてお使いいただくために』に、 CD / DVD を使用するときに守ってほしいことび記述さ 
れています。 

CD / DVD を使用する場合は、あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 


の 


ほえる記録メディアをお認しよラ 


使巧する記録メディアによっては、読み出しびできない場合びあります。 

〇:使用でさる 


X :使用できない 



読み出しり 

書き込み回数 

CD-ROM 

o 

X 

CD-R 

o 

] 回 

CD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD-ROM 

o 

X 

DVD-R 

か 3 

] 回 

DVD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD+R 

か 3 

] 回 

DVD 十 RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD-RAM 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 


* 1対応フォーマットによっては再生ソフトび必要な場合びあります。 

*2 実際に書さ換えでさる回数は、記録メディアの状態や書さ込みち法により異なります。 

*3 記録メディアの状態や書さ込みち法により、読み出しでさない場合びあります。 DVD-R DL のみ追記され 
たデータは読み出しでさません。 

使用できる CD / DVD の詳細と、書き込み速度については、「付録旦記録メディアについて」 
と 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してください。 
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パソミ S 本操作養えよラ 




















d CD や DVD を使ラ ードライブー 


ぶす メモ 書き込みできるアプリケーション 

• 書さ込みに使用でをる、本製品に添付のアプリケーションは次のとおりでず。 

- TOSHIBA Disc Creator 

『映像と音楽を楽しもう0才 U ジナル音楽 CD を作る』、 

《バソコンで見るマニュアル（検索）： CD / DVD を作りたい》 

ディーブイディームービー ライター フォー トクシバ 

- DVD MovieWriter for TOSHIBA 

『映像と音楽を楽しもう0映像を編集して DVD / スレーレイディスクに 残す』、 

TDVD MovieWriter 」 のヘルプ 

• 記録メディアにデータを書き込むとき、記録メディアの状態やデータの内容、またはパソコンの使用 
環境によって、実行速度は異なります。 


CD/DVD をほラとを（セット) 


CD / DVD は、パソコン本体に装備されているドライブにセツトして使用します。 


^=jRlWM CD / DVD の操作にあたって 

• あらかじめ、「付録 □ E 9 CD / DVD につし)て」、附録 日-の 使える CD を確認しよう」、 
「付録 0- 居]使える DVD を確認しよう」をお認してください。 


ぶ-す X モ セットする刖'に確認しよつ 

• 傷ついたりちれのひどい巳 D/DVD の場合は、挿入してから再生び開始されるまで、時間びかかる場合 
びあります。巧れや傷びひどいと、正常に再生できない場合をあります。ちれをふきとってから再生し 
て < ださい。 

• CD/DVD の特性や CD/DVD への書を込み時の特性によって、読み出せない場合ちありまず。 

• CD/DVD の種類によっては、取り出すとき Windows び自動的にセッションを閉じてしまう場合びあ 
ります。このとさ、お語のメッセージなどは表示されません。 

よく確認してから CD/DVD をセットしてください。 

この Windows の機能を無効にずるには、なのように操作してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コンピューター]をク U ックする 

② ドライブのアイコンをちク U ックし、表示されたメニューから[プ□パティ]をク U ックする 
ドライブのプ□パティ画面び表示されます。 

③ [書き込み]タブで[巧通の設定]ボタンをク U ックする 

④ [共通の設定]画面で[シングルセッションディスクを取り出すとき]と[マルチセッション 
ディスクを取り出すとき]のチェックをはずし、 [0 ロボタンをク U ックする 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 


























□ CD や DVD を使ラードラィプー 


ドライブに関する表示 


パソコンの電源び入っていて、ドライブび動作しているときは、ディスクトレイに D び点灯し 
9 〇 


パソコン本体の電源を入れる 

Windows が起動します。 

イジェクトボタンを押す 



イジェクトボタンを巧した日、ボタンか日手をはなしてください。ディスクトレイび 
かし出てきます（数秒かかることびあります）。 

* 内蔵されているドライブによってイジェクトボタンの位置は異なります。 

ディスクトレイを引さ出す 



巳 D / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

文字び書いてある面を上にして、 CD/DVD の穴の部分をディスクト 
レイの中央凸部に合わせ、上から押さえてセットする 



「カチッ」と音びして、セットされていることを確認してください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 


5 

2 


























d CD や DVD を使ラードラィブー 


r カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 



3 


i 


CD / DVD をほい終わったとを（取り出し） 


パソコン本体の電源び入っているか確認する 

電源び入っていない場合は電源を入れて<ださい。 

イジェクトボタンを押す 

ディスクトレイびかし出てきます。 

ディスクトレイを引を出す 

CD / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

CD / DVD の両端をそっと持ち、上に持ち上げて取り出す 



CD / DVD を取り出しにくいとさは、中央凸部をかし巧してください。簡単に取り出 
せるよラになります。 

「カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 




パソ n ンの基本操作を覚えよう 


















□ CD や DVD を使ラードラィブー 


I CD/DVD び出てこない場合 _ 

電源を切っているとき、または休止状態のときは、取り出しの操作をしてち CD / DVD は出て 
さません。電源を入れてから CD / DVD を取り出してください。 

なの場合は、電源び入っていても、すぐに CD / DVD は出てきません。 

• 電源を入れた直後 
•ディスクトレイを閉じた直後 
•再起動した直後 

• ドライブ関係の LED び点灯しているとき 
•ス|」ープ状態のとさ 

上記じ(外で CD / DVD び出てこない場合は、次のよラに操作してください。 

• Windows 動作中の場合 

CD / DVD を使用しているアプ U ケーシヨンをすべて終了してから、イジェクトボタンを巧 
してくださし、。 

•パソコン本体の電源が入らない場合 

電源び入らない場合は、イジェクトホールを、先の細い丈夫なちの（ク U ップを伸ばしたち 
のなど）で巧してください。 



* 購入したモデルによってイジェクトボタン、イジェクトホール、ディスクトレイ LED の位 
置は異なります。 

CD / DVD が取り出せない場合 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：イジェクトボタンを巧しても CD / DVD / プルーレイ 
ディスクが出てこない） 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


7 

2 












面旧を見やず < 調舊ずる 

-ディスプレイー 


本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイ （13 巨巨 X 7 巨8ドット）を内蔵しています。 
ドットは画素数を表します。 

テレビや外部ディスプレイを接続して使用することちできます。 


画面の明るさを調壁する 


本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は「1〜8」の8段階で設定びでき 
よ9 〇 

□ 輝度の 調整 方 ミ 去 

Jn ] +: @キーを巧したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び1段 
階ずつ下びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで状態を確認でさます。 

: @キーを巧したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び1段 
階ずつ上びります。 


表示される[輝度]のカードとスライダーバーで状態を確認でさます。 


メモ 


I上記のち法でディスプレイの明るさを調整した場合、バソコンの電源を切ったり再起動したりすると、 
もとの明るさに戻ります。 

バソコンの電源オフや再起動に関係なく明るさを調整したいとをは、「電源オプション」で設定してく 
ださい。 

《パソコンで見るマニュアル（検索）：電源オプション》 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 
















いろいろなタディアカードをほ3 

-ブ IJ ッジメディアスロットー 


本製品では次のメディアカードをブ U ツジメディアス□ツトに差し込んで、データの読み出し 
や書を込みびでさます。 

下のイラストは、すべて原寸大です。 


SD メモ I 」力ード*1 
SDHC メモ I 」力ード*1 


メモ I 」ースティック 




マルチメディアカード 



なのメディアカードは、市販のアダプターを装着すると、本製品のブ U ツジメディアス□ツト 
でち使用でさます。必ずアダプターを装着した状態でご使用ください。 


min 旧 D メモ I 」力ード*1 

SD メモ I 」力ードサイズの min 旧 D メモ I 」 

カー ド用のアダプターを使用し ます。 


microSD メモ I 」力ード*1 

SD メモ I 」力ードサイズの microSD メモ I 」 

カー ド用のアダプターを使用し ます。 



*1 著作権保護技術 CPRM に対応しています。 


アダプターの装着や使用方法は、『メディアカードの取扱説明書』を確認してください。 
本書では、特に区別して説明する場合を除き、 SD メモ U 力ード、 min 旧 D メモ U 力ード、 
microSD メモ U 力ードを rSD メモ U 力ード」と呼びます。 

使用できる各メディアカードの容量については 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ 
U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

コンパクトフラッシュメモ U 力ードなどは使用できません。使用する場合は USB 経由で周辺機 
器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用のカード U —ダーをご使用ください。 
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パソミ S 本操作養えよラ 










































































いろいろなメディアカードを使う -ブリッジメディァス□ット- 


1 


メディアカードをほラ前に 




メディアカードの使用にあたって 


あらかじめ、「付録 0■巧 1メディアカードを使う前に」を確認してください。 


新品のメディアカードは、メディアカードの規格に合わせてフォーマットされた状態で販売さ 
れています。 

フォーマットとは、メディアカードにトラック番号やへッド番号などの基本情報を書き込み、 
メディアカードを使えるよラにすることです。 

再フォーマットをする場合は、メディアカードを使用する機器（デジタルカメラやオーディオ 
プレーヤーなど）で行ってください。 

SD メモ U 力ード、 SDHC メモリカードは、再 フォー マットをするときに r 東芝 SD メモ U 力ード 
フォーマット」ち使用できます。 

r 東芝 SD メモ U 力ードフォーマット」については、《パソコンで見るマニュアル（検索 ）： SD 
力ード/ SDHC 力ードのフォーマット》をご覧ください。 


2 


メディアカードのセツトと取り出し 


ブ u ツジメディアス□ットに関する表巧 


パソコン本体に電源び入っている場合、ブ U ツジメディアス□ツトに挿入したメディアカード 
とデータをやり取りしているときは、ブ U ツジメディア □ LED び点打します。 





操作にあたって 


あらかじめ、附録 0- の-眶■メディアカードの操作にあたって」をお認してください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 


が 








































B いろいろなメディアカードを使う-プリッジメディァス□ット- 


■■七ットずる 



メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、ブリッジメディアス 
□ットに挿入する 

奥まで挿入します。 




• min 旧□メモ U 力ード、 microSD メモ1」力ードは、 SD メモ U 力ードサイズのアダプター 
び必要です。 

アダプターを使用せずに直接挿入すると、取り出せなくなります。 
































いろいろなメディアカードを使う-ブリッジメディァス□ット- 


七ットしたメディアカードの内容を見る 


著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、巧の手順で見る 
ことびでさます。 

著作権保護されているファイルについては、見ることびできない場合ちあります。 


i 


[スタート]ボタン （©) 一 [コンピューター ] をク U ックする 

[コンピューター]画面び表示されます。 

メディアカードのアイコンをダブルクリックする 

LU 下の名称は表示の一例です。モデルによって、異なる名称び表示される場合びあ 
ります。 

SD メモ I 」力ード 
SDHC メモ I 」力ード 
メモ I 」ースティック 
メモ I 」ースティック PRO 


SDCard 、 U ムーバブルディスク 
SDCard 、 U ムーバブルディスク 
MSPro 、 U ムーバブルディスク 
MSPro 、 U ムーバブルディスク 
マルチメディアカード： MMCCard 、 I 」ムーバブルディスク 

セツトしたメディアカードの内容び表示されます。 


读示例） 




メディアカードによっては、ブリッジメディアス□ットにセットすると、自動的に内容び表示されたり、 
メディアカードに対する操作を選択する画面び表示される場合びあります。選択画面び表示されたと 
きは、[フォルダーを開いてファイルを表示]を選択してください。 


自動再ち 

SD/MMC(F:) 


「 D ] 回 fiOi 


ぶ’ 


全般のオプション 


フオルターを開し、てつアイルを表示 
- I ウス ブローラー 巧 用 


巧いこのドライブをパツウアツブに巧用ずる 
し jjy - Windows パツウ アツ ブイま巧 


な 


システムの高速化 
-Windows ReadyBoost 使用 


コント□-ルパネルで弓勤再生の詳細を表をしまず 


读示例） 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 


2 

3 

























B いろいろなメディアカードを使う-プリッジメディァス□ット- 


匯邏取り出ず 

メディアカードに保をしているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しびでさません。 

ウィンドウやファイルを閉じてか日、操作を行ってください。 

メディアカードの使用を停止する 

① [スタート]ボタン （©) 一 [コンピューター]をクリックずる 

[コンピューター]画面が表示されます。 

③ メディアカードのアイコンをちクリックし ①、 [取り出し]をクリックずる ③ 


MM( 


MMC Card(G:) 


巧 <(〇) 


1 


乂クで巧く （E) 


巨封ち生を巧く (Y)... 

純が） 

ポータブルデバイスとして巧く 
フォーマジト (A)... 


巧0ちしり） 


切0取り (T) 

コピ -(C) 

シヨートカツトの巧な 【S) 
名前0：^ま (M) 

プ□パテイ(の 


•① 


) —③ 


(表示例） 


通知領域に[八ードウエアの取り外し]の><ッセージが表示されます。 


メディアカードを押ず 

カードが少し出てきます。そのまま手で取り出します。 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 
























国ネットワークの世界へ 

本製品に搭載されている通信に関する機能を説明しています。 

ネットワークやほかのパソコンと通信する方法について紹介します。 

1家庭内ネットワークで広がる巧巧 . 36 

2 Bluetooth 機能 . 40 








家庭巧ネットワークで応がる世巧 


家族びそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、]つのプ U ンターを共有したいとさや、 
インターネットに接続したいときは、ネットワークを使うと便利です。 


LAN ち続はこんなに便利 


家族びそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のパソコンを持ってい 
る場合など、家庭内に複数のパソコンびあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと 
便利です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN びあります。 



(接続例） 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケーブルの接続については、『準備しよう3章〇-田ブ□-ドバンド 
で接続する』を参照してください。 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない状態でちネットワークに接続できる、 
ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルーターの位置とは関係なく、無線通信のエリア 
内であればあらゆる場所からコンピューターを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルーターや無線 LAN アクセスポイント（市販）などを使用することによって、ワイヤ 
レスでネットワーク環境を実現でさます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプ U 
ンターなどの機器の設定を行ラ必要びあります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの 
詳しい設定については、[スタート]ボタン （◎) 一 [ヘルプとサポート]をク U ックして、 
『 Windows ヘルプとヴポ ー ト』を参照してください。 


ネットつ—夕の世界へ 
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I ■家庭内ネットワークで広がる世界 


ネットワークに接続している機器の設定は、それぞれの取扱説明書を確認してください。 
また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理をに確認してください。 


2 


ワイヤレス（無線） LAN をほう 


* 巧線 LAN モデルのみ 


無線 LAN モジュールの確認 


本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあります。 

使巧しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類は、 「 Confi 旨 Free 」 を使って確 
認でさます。 

通知領域のに onfigFree ] アイコン（塞）をクリックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をク U ックしてください。 

表示されたメニューでアダプター名を確認する 

アダプター名び示すモジュールは、次のよラになります。 

•「Realtek RTL 81 91 SE Wireless LAN 802.1 In PCI-E NICJ の場合 

IEEE 802.1 lb . IEEE 802.1 ] 吕および IEEE 802'1 ]n d 「 aft 2'0 に対応したモジュー 
ルです。このモジュールを、 「 RTLSl 91 SEb / g / n モジュール」と呼びます。 

•「Realtek RTL 8192 E Wireless LAN 802.1 In PCI-E NICJ の場合 
IEEE 802.1 lb . IEEE 802.1 ] 邑および IEEE 802'1 ]n d 「 aft 2'0 に対応したモジュー 
ルです。このモジュールを、 rRTL 8192 Eb / g / n モジュール」と呼びます。 

• rintel ( R ) WiFi Link 5100 AGNJ の場合 
IEEE 802.1 la (W 已 2 /W 已 3 /VV 已己)、 IEEE 802.1 lb . IEEE 802'1] 吕右、ぶび 
IEEE 802.1 In drafts .□に対応したモジュールです。このモジュールを 、 「Intel 
a / b / g / n モジュール」と呼びます。 

その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、「付録凸-眶画無線 LAN の概要」 

と 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してください。 


お線 LAN を使ってみよう 


A 警告 


無線 LAN モジュールび内蔵されている製品をお使いになる場合、む臓ぺースメーカーを装 
着している方は、む臓ぺースメーカーの装着部位か 522 cm じ(上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 



ネットワ—クの世界へ 


7 

3 
















I ■家庭内ネットワークで広がる世界 


飛行機の中や電波の使用び制限されている場所では、臣的キーを巧して、電波の発信を 
止めるよラにしてください。 



無線 LAN のご使用にあたって 


あらかじめ、「付録 D - K ■無線 LAN について」を確認してください。 

『安むしてお使いいただくために』に、セキユ U テイに関してのま意事項や使用上のを意事項を 
説明しています。 

無線 LAN を使用する場合は、その記述を読んで、セキュ U テイの設定を行ってください。 


無線 LAN (無線通信機能）のオン/オフは BIOS セツトアップや™ + 巧 キー、に onfi 吕 Free 」 


などで設定できます。 BIOS セットアップで設定すると、電源を入れたときは常に、日 IOS セッ 
トアップでの設定になります。 

その他の方法は、使用中の一時的な設定変更としてお使いください。 

I BIOS セットアップでオン/オフを設定する _ 

ノ（ソコン本体の電源を切った状態で、なの操作を実行してください。 

キーボードの应]キーを巧しなび5電源スイッチを押し、 [dynabook] 
画面び表示されてか5指をはなす 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して医を^キーを巧してください。 

[詳細]メニューを表示する 

「Wireless Comm SW 」 のオン/オフを設定してください。起動時には、この設定 
になります。 


[ FN \+[ F 8 Iキーでオン/オフを設定する 


この機能を使ラには、 BIOS セットアップで無線通信機能をオンにしておく必要びあります。 

n 画 + 回 キ—を押す 

■ @キーを巧したまま@キーを巧すたびに、無線通信機能のオン/オフび切り替わ 
■ ります。 

H 無線 LAN をオンにすると、ワイヤレスコミュニケーシヨン LED び点灯します。 
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I ■家庭内ネットワークで広がる世界 


I その他の方法で設定する _ 

その他の、無線の設定方法には;欠の2種類びあります。 

• rconfi 邑 Free 」 を使う • Windows 標準機能を使う 

rconfi 吕 Free 」 を使って設定する場合は、《パソコンで見るマニュアル（検索）：ネットワーク 
設定に便利な操作》を参照してください。 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、[スタート]ボタン（@)一 [ヘルプと 
サポート]をク U ックして、『ヘルプとサポートセンター』を参照してください。 

無線 LAN を無効にするには、に onfigFree 」 で無線 LAN のデバイスを無効にしてください。 

ぶす メモ Conffgl-ree 

•本製品に用意されている 「 Confi 巨 Free 」 を使うと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり 、 LAN 
ケーブルをはずすと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設定に便利な機能び使えます。 

Confi 巨 Free の設定方法《バソコンで見るマニュアル（検索）：ネットワーク設定に便利な操作》 



ネットワ—クの世界へ 










已 luetooth 煤能 


* Bluetooth モデルのみ 



ネ 

ツ 

卜 

I 

ク 

の 

世 

界 


日 luetooth ワイヤレステクノ□ジーは、パソコンや周辺機器、携帯電話などの機器どうしで無 
線でデータをやりとりでさる、世界標準の通信方式です。 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを搭載した機器であれば、お互いに通信相手を登録するこ 
とで、簡単にデータのやりとりびできます。 

詳細については、『团 uetooth ユーティ U ティユーヴーズガイド』を参照してください。 

起動方法「本節眶 ■- Bluetooth ユーティリティユーザーズガイドの起動方法」 


Bluet 00 th 機能の操作にあたって - 

•あらかじめ、附録 11-■■ Bluetooth につい口をお認してください。 


メモ 


• Bluetooth のバージョンによっては本製品と通信できない团 uet 00 化対応機器びあります。本製品で 
は 、 Bluetooth Version 1.1、1.2、 2.0, 2.1、2.0 + EDR 、2.1+ EDR の Bluetooth 対応機器と通 
信びでさます。 

• 2.4 GHz 帯の無線 LAN び近距離で使用されていると通信速度のあ下または通信エラーび発生ずる可能 
性びあります。 


mm Bluetooth 通信び可能なが態にずる 


A 警告 

• Bluetooth モジュールび内蔵されている製品をお使いになる場合、屯、臓ぺースメーカーを 
装着している方は、む臓ぺースメーカーの装着部位か 522 cm じ(上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 


飛行機の中や電波の使用び制限されている場所では、喧^]+と句キーを巧して、電波の発信を 
止めるようにしてください。 
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Q Bluet 001 ih 機能 


画] + 因]キーを押す 

無線 LAN をオンにすると、ワイヤレスコミュニケーション LED び点灯します。 



■ この機能を使ラには、 BIOS セットアップで無線通信機能をオンにしておく必要びあ 
I ります。詳しくは、体章！！- 回 -ra 無線 LAN を使ってみよう」を確認してくだ 
■さぃ。 

I [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 

一 [Bluetooth] 一 旧 luetooth 設定]をクリックする 

な)めて起動したときは、 Bluetooth 用ドライバーのインス! -- ルび始まります。イン 
ス I -ールび終了するまでお待ちください。 

「Bluetooth Manager 」 び起動し、周辺の Bluetooth 対応機器を検索する[自動登 
録]画面び表示されます。すぐに Bluetooth 対応機器を登録する必要びなし觸合は、 
[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

無線 LAN (Wireless LAN ) と同時に使用する際の[ミ主意]画面び表示された場合は、 
内容を確認のうえ、 [0 のボタンをク U ックして画面を閉じてください。 

通失日領域に [Bluetooth Manager ] アイコン（凸）び表示されます。 L ソ降、通ミ□領 
域に常駐し、巧回 Windows を起動したときには自動的にアイコンび表示されます。 
[Bluetooth Manager ] アイコン （ Q ) はサービスの状態によって表示び異なりま 
す。詳細については、 『 Bluetooth ユーティ U ティユーヴーズガイド』を確認してく 
ださい。 

Bluetooth の電源び入っていない場合には 、 [Bluetooth Manager ] アイコン（田） 
をちク U ックして表示されたメニューか日、旧 luetooth オン]を選択して電源を入 
れてください。 

本製品には、ほかの Bluetooth 対応機器と通信するためのユーティ U ティとして 「Bluetooth 
ユーティリティ」びプレインス I -ールされています。 

初めて团 uetooth を使うときには、ユーティ U ティの設定び必要になります。設定方法や通信 
する方法については、『团 uetooth ユーティ U ティユーヴーズガイド』をご覧ください。 

I Bluetooth ユーティリティユーザーズガイドの起動方法 _ 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 

一旧 luetooth] 一 [ユーザーズガイド]をクリックする 













■ 旧巧傑 S 巧巧つで傑巧を拓けよ 3 


パソコンでできることをさらに広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付けられるさまざまな周辺機器の取り付けかたや各種設 
定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 44 

2 メモリを増設する . 4已 

3 USB 対応機器を使う . 已〇 

4パソコンの画面をテレビに映す 

-テレビの接続一 . 已3 

已パソコンの画面を外部ディスプレイに映す 

-が部ディスプレイの接続一 . 已9 











周辺機器とは、パソコンに接続して使ラ機器のことで、デバイスとちいいます。周辺機器を使 
うと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を追加することびできます。 
周辺機器には、パソコンのカバーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵方式のちのと、パ 
ソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなぐ外付け方式のちのびあります。 

■ 内蔵方式のもの 

• メモ I 」 •パッテリー 

■外付けち式のちの 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格び異なることびあります。インターフェース 
とは、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端テ、ス□ットの形状などの規格のことです。 
購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお還びください。 
周辺機器び本製品に対応しているかどラかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく 
ださい。 

周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 

•あらかじめ、「付録 D - D 周辺機器について」を確認してください。 

本製品で使用でさるおちな周辺機器は、なのとおりです。 

• メモリ • USB 対応機器 •テレビ •外部ディスプレイ 

r 本章口」な降 

ほかにち、なの周辺機器び使用でさます。 

• eSATA 対応機器 •マイク□ホン •ヘッドホン 

• ExpressCard 

《バソコンで見るマニュアル（検索）： eSATA 対応機器を使ラ》 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：マイク□ホンを使5》 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：へッドホンを使ラ》 

《バソコンで見るマニュアル（検索）： ExpressCard を使ラ》 


■ 1卜狂巧巧を巧ぅ師こ 

3 


周辺機器を使って機能を広げよラ 
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タモリを t 自設ずる 


メモ U ス□ットにメモ I 」を取り付けることびできます。 

ご購入のモデルによって、あらかじめ取り付け日れているメモ I 」の容量び異なります。 
取り付け日れているメモ U を増設メモ U (東芝製オプション）と付け換えたり、メモ U び取り 
付け日れていないス□ットに増設メモ U (東芝製オプション）を取り付けることびできます。 
増設メモ U は、 2 GB 、] GB の2タイプびあります。 

取り付けることのできるメモ U については、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名） 
シリーズをお使いのかたへ』を確認してください。 

取り付けることのできるメモ U の容量は、各ス□ット最大 2 GB (合計 4 GB ) までです。ただ 
し、 0 S び使用可能な領域は最大 3 GB になります。 

モデルによっては、すでに最大容量のメモ U び取り付け日れている場合びあります。その場合 
は、増設でさません。 

メモリの取り付け/取りはずし作業び難しい場合は、お買い巧めの販売店などにご相談くださ 
し、。 


A 警告 


• 本夕中で説明されている部分じ(かは絶対に分解しない 

内部には高電圧部分び数多くあり、万一触ると、感電ややけどのおそれびあります。 


A ミま意 


•ステープル、ク U ップなどの 金属 や、コーヒーなどの液体を 機器 内部に入れない 

火災、感電の原因となります。万一、機器内部に入った場合は、バッテ U - を取りはずし、 
電源を入れずに、お買い巧めの販売店、またはお近くの保守サービスに点検を依頼してく 
ださい。 

• メモ U の取り付け/取りはずしは、電源を切り、 AC アダプターのプラグを巧を、バッテ 
U - パックを取りはずしてか 5 作業を行ラ 

電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行ラと感電、故障のおそれびあります。 

• 電源を切った直後にメモ IJ の取り付け/取りはずしを行わない 
内部び高温になっており、やけどのおそれびあります。電源を切った後3□分しソ上たってか 
日行ってください。 


周辺麗を使つて機能を度よラ 
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H メモ U を増設する 


デュアルチャネルで動作すると、2枚のメモ1」に効率よくアクセスでさます。 

デュアルチャネルで動作させるためには、ご購入のモデルによって取り付けるメモリの仕様び異なり 
ます。取り付けるメモ U の仕様については、別紙の rdynabook **** (お使いの機種名）シ U - 
ズをお使いのかたへ』をお認してください。 


■■メモリを取り付ける 

あらかじめ取り付け日れているメモ U を交換したい場合は、先にメモ U の取りはずしを行って 
ください。 

「本節メモ U を取りはずす」 

V データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう1章 □- の電源を切る』 

Q パソコン本体に接続されている AC アダプターとケーブル類をはずす 

B ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリーパックを取り 
はずす 

バッテリーバックの取りはずし「4章 11- 团バッテ U - パックを交換ずる」 

メモリカバーのネジ1本をゆるめ①、カバーをはずす③ 





メモリの増設の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - D - メモ U の増設の操作にあたって」を確認してください。 


増設メモ U は、東芝製オプションを使用してください。それじ(外のメモ U を増設すると、起動 
しなくなったり、動作び不安定になる場合びあります。 


ぶ巧メモデュアルチャネルについて 



周边機器を使って機能を広げよラ 


が 

























0 メモ u を増設する 


メモリをメモリス□ットのコネクタに斜めに挿入する 

〇 「 メモリの切れ込み 






コネクタのツメ 


ス□ット B - 


ス□ット A 


メモ U の切れ込みを、メモ U ス□ットのコネクタのツメに合わせて、しっかり差し込 
みます。 

このとき、メモ U の両端（上図0で囲んだ部分）を持って差し込むようにしてくだ 
さい。 

固定するまでメモリを倒す 

r カチッ」と音びする位置までメモ U を倒してください。 



メモリカバーをつけて①、手順 D でゆるめたネジ1本をとめる② 



メモ U カノ（一び浮いていないことを確認してください。 


Ti 





且メモリを増設する 


バッテリーパックを取り付ける 

バッテリーバックの取り付け「4章 11- 团バッテ U - バックを交換する」 

パソコン本体の電源を入れると総メモ I 」容量び自動的に認識されます。総メモ I 」容量 
び正しいか確認してください。 


メモ U 容量の確認について「本節 


メモ U 容量を確認ずる」 


メモリを取りはずず 

V データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう1章 □-[!] 電源を切る』 

P パソコン本体に接続されている AC アダプターとケーブル類をはずす 

Q ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリーパックを取り 
■ はずす 

广固承バッテリ—バックの取りはずし「4章 □- 团バッテ IJ - バックを交換ずる」 

メモリカバーのネジ1本をゆるめ、カバーをはずす 

メモ I 」ス□ットの内部に異物び入日ないよラにしてください。 

メモリを固定している左ち①フックを開き①、メモリをパソコン本体か 
5取りはずす⑨ 



斜めに持ち上びったメモ U を引さ巧さます。 

メモリカバーをつけて、手順 【I でゆるめたネジ1本をとめる 

メモ U カノ（一び浮いていないことを確認してください。 

バッテリーパックを取り付ける 

バッテリーバックの取り付け「4章バッテ U - バックを交換する」 

パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
び正しいか確認してください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 






且メモリを増設する 


K ■メモリ容量をお認ずる 


メモ U 容量は r 東芝 PC 診断ツール」で確認することびできます。 



[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - 
[ユーティリティ] 一 [ PC 診断ツール]をクリックする 

[基本情報]タブの[物 S メモリ]の数値を確認する 








USB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびでさます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムびドライバーの有無をチェックし、自動的にイ 
ンスI-ールを行ラプラグアンドプレイに対応しています。 

USB 対応機器には次のよラなちのびあります。 

• USB 対応マウス • USB 対応プI」ンター 

• USB 対応スキヤナー • USB フラッシュメモ U など 

本製品の USB コネクタには USB2 .□対応機器と USB1.1 対応機器を取り付けることびできます。 
USB 対応機器の詳細については、 『USB 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 

USB 対応機器の操作にあたって - 

•あらかじめ、「付録 D - ra - USB 対応機器の操作にあたって」をお認してください。 


■ 3 卜58嘛巧巧を巧ぅ 

3 


周辺機器を使って機能を広げよラ 
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B USB 対応機器を使う 


■■取り付け 

f USB ケーブルのプラグを us 己対応機器に差し込む 

この手順び必要なし遞器もあります。 USB 対応機器にっいての詳細は、 『USB 対応機 
器に付属の説明書』を確認してください。 

口 US 己ケープルのもう一方のプラグをパソコン本体の US 己コネクタに差 

つし込む 

■ プラグの向さを確認して差し込んでください。 

U 描則面】 





周辺機器を使って機能を広げよラ 
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B USB 対応機器を使ラ 


取りはずし 


USB 対応機器の使用を停止する 

①通知領域の [ A — ドウエアのま全に取りがしてメディアを取り出す]アイコン 
(わ） をクリックずる 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、0をク U ックしてください。 

この操作を行ってもアイコンが表示されない US 目対応機器は、なの手順は必要ありません。 
手順0に進んで < ださい。 


£ 


1 


ハードウエアをを全に巧 D かしてメディアを取 D 出す I 


■ 点卜) 


カスタマイス... 






② 表示されたメニューか日[(取りはずす USB 対応機器）の取り出し]をクリックする 

③ 「 A — ドウエアの取り外し」のメッセージび表示された5、 I 互 I をクリックする 

パソコン本体と US 己対応機器に差し込んである US 己ケーブルを巧く 
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パソコンの面旧をテレビに映ず 

-テレビの巧続一 


* HDMI 端子モデルのみ 


エイチディーエムアイ 


本製品とテレビを HDMI ケーブルで接続すると、テレビ画面に Windows のデスクトップ画面 
を表示させることびでさます。 

HDMI 出力端テは、音声もテレビに出力することびできます。 

■パソコン上で再生中の DVD を、テレビに表示する 

「TOSH 旧 A DVD PLAYER」 での DVD 再生など、パソコンで視聴/再生している映像を、ご 
家庭のテレビにち表示させることびできます。 

「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 について『映像と音楽を楽しをう〇 DVD の映画や映像を見る』 


パソコン本体と、テレビを接続する 

r 本節田]パソコンに接続ずる」 


パソコンの画面をテレビに表示する設定を 
ずる 

r 本節回表示を切り曾える」 


OFF 




k = 

■ip 





テレビ接続の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - D - テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認してく 
ださい。 


^ メモ 


本製品の HDMI 出力端子にはテレビの代わりに、 DVI 端子のある外部ディスプレイを接続して表示する 
ことちできまず。市販のケーブルを使用して接続してください。詳しくは、「本章0バソコンの画面 
を外部デイスプレイに映す」を参照してください。 


■接続の前に 

テレビを接続するときは、『テレビに付属の取扱説明書』ちあわせて確認してください。 
HDMI 入力端テびあるテレビを接続でさます。 

接続する HDMI ケーブルは、市販のちのを使用してください。 


周養雲使つて靈を度よラ 
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o パソコンの画面をテレビに映す - テレビの 接続- 


^ _ 

• HDMI ケーブルは、 HDMI □ゴ （ HiDmi ) の表示びあるケーブルをご使用ください。 

•テレビへの出力あ式を設定するち法は、「本節 LgJ 表ホを切り替える」を参照してください。 

• RGB コネクタを備えたテレビへは、外部ディスプレイのよラに RGB ケーブルを使って表おすることも 
でさまず。詳しくは、『テレビに付属の取扱説明書』と、「本章0パソコンの画面を外部ディスプレ 
イに映す」を参照してください。 


パソコンに接続する 


HDMI ケーブルのプラグをパソコン本体の HDMI 出力端子に差し込む 



B HDMI ケーブルのもう一方のプラグをテレビの HDMI 入力端子に差し 
込む 

Xff メモ 

• HDMI 接続で、テレビに映像を映しているとさ、 HDMI ケーブルを抜いたあと、再度 HDMI ケーブルを 
接続する場合は 5 秒しん h 間隔をあけて < ださい。 


□ 音青の出力をパソコン本巧のスピーカーか6テレビに切り替える 

HDMI ケーブルで接続したテレビから音声び出ない場合は、設定変更び必要です。 


Q [スタ-卜]ボタン（@) 


[コント□ールパネル]をクリックする 


[巧;八ードウエアとサウンド」一 [G> サウンド]をクリックする 

[サウンド]画面び表示されます。 

[再生]タブで [ HDMI デバイス]を選択し、[既定値に設定]ボタン 
をクリックする 

[0 K ] ボタンをクリックする 
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0 パソコンの画面をテレビに映す -テレビの接続- 


この設定を行ラと、パソコン本体か日音声び出力されなくなります。テレビを取りはずし、パ 
ソコン本体か日の音声出力に戻す場合は、手順0で[スピーカー]を選択し、[既定値に設定] 
ボタンをク I 」ックしてください。 


回 


表巧を切り替える 


テレビを接続した場合には、次の表示方法びあります。 

表示方法は、表示装置の切替えを行ラことで変更でさます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示/テレビだけに表示 

いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



OFF 


■ 本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示 
• クローン表示 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トップ画面を表示します。 



‘お張表示* 

2つの表示装置を1つの大さなデ 
スクトップ画面として使用け広張 
表江〇します。 

* 化張表示は 、 「Extended Desktop 」 
と表示されることびあります。 



テレビに表示するには;欠の設定を行ってください。設定を行わないと、テレビには表示されま 
せん。 


メモ 


• 表示を切り替えたとき、システムによって自動的に解像度び変更される場合びあります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 

•「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 で使用する表示装置を変更したい場合は、アプ U ケーションを起動す 
る前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることびでさません。 

•「電源オプション」で表示自動停止機能を設定してテレビの表示び消えた場合、キーあるいはタッチ 
パッドの操作により表示び復帰します。また、ス U —プに設定してある場合は、電源スイッチを押し 
て < ださい。 

表示び復帰するまで10秒前後かかることびありますび、故障ではありません。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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tl パソコンの画面をテレビに映す -テレビの接続- 


E ■方法1 - コントロールパネルで設定ずる 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

画面ち上の[表示方法]で r 大きいアイコン」または r ルさいアイコン」 
をクリックする 

[回 Intel ( R ) GMA Driver for Mobile ] をクリックする 

[ディスプレイデバイス]で表示装置を設定する 

「設定方法」に進んで < ださい。 



读示例） 


□ 設定方ミ去 

■ 本体液晶ディスプレイ、またはテレビだけに表示 

① I ： 動作モード]で[シングルディスプレイ]を選択する 

② [ディスプレイの選択]の [1 プライマリデバイス]で次の項目を選択する 

-本体液晶ディスプレイに表示する場合：[ノートブック] 

•テレビに表示する場合：[デジタルテレビ] 

③ [適用]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認して[□のボタンをク U ックしてください。 

■ 本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示 

① [動作モード]で次のいずれかを選択する 

- [ Intel ( R ) デュアル.ディスプレイ.ク□-ン]:ク□-ン表示 
-[拡張デスクトップ]:拡張表示 

② [ディスプレイの選択]の [1 プライマリデバイス]と[吕セカンダリデバイス] 
を設定ずる 

[ノートブック]は r 本体液晶ディスプレイ」、[デジタルテレビ]は「テレビ」 
を术します。 

③ [適用]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認して[□のボタンをク U ックしてください。 
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O パソコンの画面をテレビに映す-テレビの接続- 


臣を] キーを 巧したままを 5J キーを 巧す と、 「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 の表示装置を選択する画 
面び表示されます。 



画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）に表示 
した場合の力ードです。 


斌@爲^曾爲^ @盧)樓 f 

* アイコンの一覧です。実際は接続している表示装置に応じて切替え可能なバターンのみ表示されます。 

上のカードは現在の表示装置を、下のアイコンは切替え可能なパターンを示しています。 

@キーを巧したまま、臣句キーを巧すたびに大きなアイコンび移動します。表示する装置び大 
さなアイコンに変わったところで、と峰キーをはなすと表示装置び切り替わります。 

アイコンは、左から;欠の意味を表しています。 

• LCD . 本体液晶ディスプレイだけに表示 

• LCD+CRT . 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイにク□-ン 

表示 

• CRT . 外部ディスプレイだけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 

• LCD + HDMI . 本体液晶ディスプレイとテレビにク□-ン表示 

• HDMI . テレビだけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 

• HDMI+CRT . テレビと外部ディスプレイにク□-ン表示 

• LCD+CRT Extended Desktop ....... 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイにデュアル 

ビューけ広張）表示 

本体液晶ディスプレイびプライマ I 」モニターになります。 

• LCD+HDMI Extended Desktop ...... 本体液晶ディスプレイとテレビにデュアルビューけ広 

張）表术 

本体液晶デイスプレイびプライマ I 」モニターになります。 


B 方法2 

• 表示装置を LCD 


7^+17^キーを 使ラ 


(本体液晶ディスプレイ）に戻す方法 

現在の表示装置び LCD (本体液晶ディスプレイ）しソ外に設定されている場合、表示装置を 
LCD に戻すことびできます。表示装置を選択する画面び表示されていない状態で、网+间 
キーを3秒じ(上巧し続けて < ださい。 

表示装置に何ち表おされず、選択する画面び表示されているか確認でさない場合は、いった 
んキーボードから指をはなしてから、 


FN + F 5 キーを3秒じ(上巧し続けてください。 


表示装置を選がする 
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0 パソコンの画面をテレビに映す -テレビの接続- 


• HDMI+CRT Extended Desktop ....テレビと外部ディスプレイにデュアルビュー(拡張） 

表示 

テレビがプライマリモニターになります。 

ィモ 

•表示装置をテレビに切り替えるとさは、「ち法1」で使用するディスプレイを正しく設定してください。 

□化お表示でプライマリモニターを切り替える方 ミ 去 

現在の表示装置びあ張作 xtended Desktop ) 表示に設定されている場合、プライマ U モニター、 
セカンダ U モニターを切り替えるアイコンび表示されます。 



* 画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）とテレビに表示した場合の 
カードです。 




读示例） 


因 yj キーを巧したままキーを数回巧しなおし、プライマ I 」モニター、セカンダ I 」モニター 
を切り替えるアイコンび大きい状態で、因のキーをはなすと、表示装置び切り替わります。 


团 

0 


パソコンか6取りはずす 


パソコン本体とテレビに差し込んであるケーブルを巧く 
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パソコンの面面をか部ディスプレイに巧ず 

-か部ディスプレイの接続一 


本製品の;欠のコネクタと外部ディスプレイをケーブルで接続すると、外部ディスプレイに 
Windows のデスクトップ画面を表示させることびできます。 

エイチディーエムアイ 

• HDMI 出力端モ 

*HDMI 端テモデルのみ 

• RGB コネクタ 





が部ディスプレイ接続の操作にあたって 


あらかじめ、附録 D - D - テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認してく 
ださい。 


■接続の前に 

外部ディスプレイを接続するとさは、『外部ディスプレイに付属の取扱説明書』ちあわせて確認 
してください。 


> DVI 変換ケーブルを 


• HDMI 出力端子で接続する場合 

HDMI 端モ / DVI 端テびある外部ディスプレイを接続できます。 

DVI 端テびある外部ディスプレイを接続する場合は、市販の HDM 卜 
ご使用ください。 

DVI 端テに接続した場合、音声を出力することはできません。 

• RG 己コネクタで接続ずる場合 

RGB 5 品テびある外部ディスプレイを接続できます。 

妇メモ 

• 接続ずるケーブルは、市販のちのを使用してください。 

• HDMI ケーブルは、 HDMI □ゴ （ HomO の表ホびあるケーブルをご使用ください。 

• 使用可能な外部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なりまず。 
解像度に合った外部ディスプレイを接続してください。 


周'辺機雲使つて機能を度よラ 
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0 パソコンの画面を夕 i ■部ディスプレイに映す-外部ディスプレイの接続一 
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■■パソコンに接続ずる 
I HDMI 出力端子に接続する 

* HDMI 端子モデルのみ 


HDMI ケーブルのプラグをパソコン本体の HDMI 出力端子に差し込む 



B HDMI ケーブルのもう一方のプラグをが部ディスプレイの HDMI 端子 
に差し込む 

幻メモ 

• HDMI 接続で、外部ディスプレイに映像を映しているとさ、 HDMI ケーブルを抜いたあと、再度 HDMI 
ケーブルを接続ずる場合は已砂 L ソ上間隔をあけてください。 


I RGB コネクタに接続する _ 

外部ディスプレイとノ（ソコン本体の電源を切った状態で接続してください。 



外部ディスプレイのケーブルのプラグを RG 己コネクタに差し込む 

本製品の RGB コネクタには固定用のネジ巧はありませんび、プラグに固定用のネジび 
付いているタイプの外部ディスプレイケーブルち使用でさます。 



が部ディスプレイの電源を入れる 
パソコン本体の電源を入れる 


上の手順で電源を入れると、パソコン本体は自動的に外部ディスプレイを認識します。 





































0 パソコンの画面を外部ディスプレイに映す-外部ディスプレイの接続一 


^ a A ソコ ンか6取りはずす 
Ihdmi 出力端子か6取りはずす 


D 


HDMI 出力端子か5ケーブルを巧く 


RGB コネクタか6取りはずす 


外部ディスプレイとパソコン本体の電源を切つた状態で取りはずしてください。 

Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた『準備しよラ1章 Q - H 電源を切る』 

Q か部ディスプレイの電源を切る 
H RG 己コネクタからケーブルを巧く 


匯邏表示を切り替える 

外部ディスプレイを接続した場合には次の表示方法びあります。 

•外部ディスプレイだけに表おする 

• 外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイに同時表示する 
-ク□—ン表示 
■ 拡張表术 

• 本体液晶ディスプレイだけに表おする 

表示方法は、テレビに表示する場合の説明を参考にしてください。 

表示方法について「本章口-巧]表示を切り曾える」 

I 切替え方法 _ 

表示装置を切り替える方法は、テレビに表示する場合の r 方法1」や「方法2」を参考にしてく 
ださい。「方法1」を参考にする場合は、[ディスプレイデバイス]タブで [ PC モニタ]を選択 
してください。 

表示方法について体章 □- 回表示を切り替える」 

反 f メモ 

•が部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、同時表示の種類や設定に合った 
色数/解像度で表示されます。 

•本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイをク□ーン表示またはお張表示に設定ずる際に、外部ディ 
スプレイにノイズび発生した場合は、が部ディスプレイの解像度、色数、 U フレッシュレートを下げ 
てご使用ください。 

設定は、クローン表示またはあ張表示に設定したあと、[ディスプレイ設定]をク U ックし、表示され 
る画面で行います。 
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0 パソコンの画面を夕 i ■部ディスプレイに映す-外部ディスプレイの接続一 


ES 表示について 

外部ディスプレイに表おする場合、表示位置や表示幅などび正常に表示されなし觸合びあります。 
この場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 



周边機器を使って機能を広げよラ 
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■ パッテリー駆動で巧う 


パソコンをモバイル使用する際に大事な巧在であるバッテリーは、使 
いかたによっては長持ちさせることびでをます。 

ここでは、巧電や巧電量の確認など、バッテリーを使用するにあたつ 
ての取り扱い方法について説明しています。 


1バツテリーについて 
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パッテ y - について 


パソコンは、バッテ U —パックを取り付けた状態で使用してください。 

バッテ U - を充電して、バッテ U - 駆動 （ AC アダプターを接続しない状態）で使うことびでき 
よ9 〇 

本製品を初めて使用するときは、バッテ U —パックを充電してか日使用してください。 

バッテ U —駆動で使ラ場合は、あらかじめ AC アダプターを接続してパ'ッテ U —パックの充電を 
完了（フル充電）させるか、フル充電したバッテ U —パックを取り付けてください。 

指定する方法•環境 LU 外でバッテ U - パックを使用した場合には、発熱、発火、破裂するなどの 
可能性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ごミ主意をお願いします。 
『安むしてお使いいただくために』に、バッテ U —パックを使用するとさの重要事項び記述され 
ています。バッテ U —駆動で使ラ場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守って 
ください。 


A を険 


• バッテ IJ - パックは、本製品に付属の製品を使用する 

寿命などで交換する場合は、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズを 
お使いのかたへ』に記載されている、指定の東芝製バッテ U —をお買い巧めください。指 
定 LU 外の製品は、電圧や端テの極性び異なっていることびあるため発熱、発火、破裂のお 
それびあります。 




バッテリーを使用するにあたって 


あらかじめ、「付録 D - ra バッテ U - について」を確認してくださし、。 


ッテリー巧電■を確認する 


バッテ U —駆動で使ラ場合、バッテ U —の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッ 
テリーの充電量を確認しておく必要びあります。 


M システムインジケ—夕-でお認ずる 

AC アダプターを使用している場合 、 Battery a LED び点灯します。 
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I ■バツテリーについて 


Battery G LED は次の状悲を示しています。 


D 通知領域の[バッテリー]アイコンでお認ずる 

通知領域の[バッテリー]アイコン （固） の上にポインターを I 完全に巧をされました（100%) I 

置くと、バッテ U —充電量び表示されます。 

[バッテリー]アイコン (圆) をク U ックすると、電源プラン 
などち表示されます。 

省電力設定について《バソコンで見るマニュアル（検索）：省電力の設定をする》 

1力月じ(上の長期にわたり、 AC アダプターを接続したままパソコンを使用してバッテ U - 駆動 
を行わないと、バッテ U —充電量びかしずつ減少します。このよラな状態でバッテ U —充電量 
び減少したときは 、 Battery C □に D や[バッテリー]アイコンで充電量の減少び表示されな 
いことびあります。]力月に]度は再充電することを推奨します。 

バッテリー巧電■び減少したとま 

電源び入っている状態でバッテ U —の充電量びかなくなると、なのよラに警告します。 

• Battery □ LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U - の 残量びかないことを示しています） 
•パ' ッテ I 」 一の アラームび動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]^ [詳細な電源設定の変更]をク U ックして表 
示される[詳細設定]タブの[バッテリ]^ [バッテ U 低下の通知]や[バッテ U 切れの操 
作]で設定すると、バッテ U —の残量びかなくなったことを通知したり、自動的に対処する 
動作を行います。 

省電力設定（電源オプション）について 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：省電力の設定をする》 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 

① パソコン本体に AC アダプターを接続し、充電する 

② 電源を切ってか日、フ j レ充電のノ（ッテ U - パックと取り換える 

購入時は休止状態び設定されています。バッテ U —減少の警告び起こってち何ち対処しなかっ 
た場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでノ（ッテ U -び自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴日ず、 
Battery □ LED でも放電しきったことを巧ることはできません。長時間使用しなかったときは、 
充電してか b 使用してください。 


I ド I J XXiXX 

U ミ ' ^ XXXX/XX/XX 




緑 

凡巧兀 J 

オレンジ 

充電中 

オレンジの点滅 

充電び必要 

バッテ U - の充電について「本節巧]パ'ッテ U - を充電ずる」 

消打 

-バッテ U —び接続されていない 
- AC アダプターび接続されていない 

上記のいずれにも当てはま日ない場合は、バッテ U - 異常の可能性びあ 
ります。東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 
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I ■バツテリーについて 


時計用バツテリ— 


本製品には、取りはずしびでさるバッテ U —パックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用 
バッテ U —び内蔵されています。 

時計用バッテ U —の充電は、 AC アダプターを接続し電源を入れているとさ（電源 ON 時）に行 
われますので、普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありません。ただし、あま 
り充電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用バッテ U - び切れていると、時間の再設定をうなびす Warning 詹告）メッセージび出 
よ9 〇 

■充電完了までの時間 

時計用バッテ U - は電源 ON (Power LED び緑に点打）の状態にしておくと、約24時間で充 
電び完了します。 

実際には充電完了まで待たなくてち使用できます。また、充電状態を知ることはできません。 


2 


ッテリーを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 




バッテリーを充電するにあたって 


あらかじめ、「付録 D - ra - バッテ U - を充電するにあたって」をお認してください。 


パソコン本体に AC アダプターを接続し、電源コードのプラグをコンセ 
ントに差し込む 

DC IN * 1 に D び緑に点打して Battery □ LED びオレンジ色に点灯すると、充電 
び開始されます。 

電源 コー ドのプラグを コン セントに差し込むと、電源の ON / OFF にかかわらずフル 
充電になるまで充電されます。 

Battery cn LED び緑になるまで充電する 

バッテ U - の充電中は Ba け ery a LED びオレンジ色に点打します。 

DC IN ^ LED び消灯している場合は、電源び供給されていません。 AC アダプター、 
電源コードの接続を確認してください。 




バソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコンセントからあいてく 
ださい。 
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I ■バツテリーについて 


■充電完了までの時間 

バッテ U —充電時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なり 
占9 〇 

周囲の温度びほいとき、バッテ U - パックの温度び高くなっているとき、周辺機器を取り付けて 
いるとき、アプ U ケーシヨンを使用しているときは、充電完了まで時間びかかることびあります。 
詳細は、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

■使用できる時間 

ノ（ッテ U —駆動での使用時間は、ノ（ソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって 
異なります。 

詳細は、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名）シ U — ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

■バッテリー駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、充分な 
性能を発揮するために AC アダプターを接続してご使用ください。 

■使っていないときの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していてち、バッテ U —充電量はかしずつ減っていきます。 
バッテ U —の保持時間は、放置環境などによって異なります。 

保持時間は、充電完了の状態で電源を切った場合の目安にしてください。 

詳細は、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

ス U —プを実行した場合、放電しきるまでの時間び非常に短いため、バッテ U —駆動時は休止 
状態、または八イブ I 」ッドス I 」ープにすることをおすすめします。 

A イブリッドス U — プについて『準備しよう1章 □- 因ス U — プにする』 

メモ 

•八'ッテ U —パックは消耗品です。使いかたを工夫することで長持ちさせることびでさます。詳しくは 
《パソコンで見るマニュアル（検索）：バッテリーを長持ちさせる）を確認してください。 
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I ■バツテリーについて 


キズや破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行ってくださ 
しん 


取りはずし/取り付け 

データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう1章 □- の電源を切る』 

Q パソコン本体か 5 AC アダプターと周辺機器のケーブル類をはずす 
Q ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 
バッテリー安全□ックを矢印の方向に引く 


V 



バッテリー-リリースラツチをスライドしなび5①、パ’ッテリーパック 
を取りはずす② 



团 


パッテリーパックを交換する 


バッテ U —パックの交換方法を説明します。 

バッテ U - パックの取り付け/取りはずしのときには、「スリープ」にするのではなく、必ず電 
源を切り、電源コードのプラグを巧いてから作業を行ってください。 

ぶすメモ 
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バッテリーについて 



バッテリーま全□ックを矢巧の方向にスライドする 

バッテ U —パックびはずれないよラに、バッテ U —安全□ックは必ず行ってください。 
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5 章 


■ システム房巧の巧ち 


本製品を使用するときの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1システム環境の変更とは . 72 

2 BIOS セットアップを使う . 73 

3パソコンの動作:!犬況を監視し、記録する 

-東芝 PC ヘルスモニター . 76 









システム垣境の巧ちとは 


本製品は、次のよラなパソコンのシステム環境を変更でさます。 

システム環境を変更するには、 Windows 上のユーティ U ティで変更するか、または BIOS セット 
アップで変更するか、2つの方法びあります。 

通常は、 Windows 上のユーテイ U テイで変更することを推奨します。 


変更できる項目 

Windows 上のユーテイリテイ 

ハードウェア環境（パソコン 
本体）の設定 

「東芝 HW セットアップ」 

《バソコンで見るマニュアル（検索）： 

システム環境の設定変更》 

パスワード 
セキュリティ 
の設定 

ユーヴ ー 
パスワード 

r 東芝 HW セットアップ」 

《バソコンで見るマニュアル（検索）： ユー ザーバス ワー ド》 

スーパー 
バイヴー 
パスワード 

「スーパーノ（イヴーノ（スワードユーテイ U テイ」 

《バソコンで見るマニュアル（検索）： 

スー バーバイヴーバ スワー ド》 

省電力の設定 

「電源オプション」 

《バソコンで見るマニュアル（検索）： 

省電力の設定をする》 


BIOS セットアップについては r 本章旦 BIOS セットアップを使う」をご覧ください。 


システム震の変更 


72 








BIOS セットアップをほう 


BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体か日設定するプ□グラムの 
ことです。 

なのよラな設定びでさます。 

•八ードウエア環境（パソコン本体、周辺機器接続ポート）の設定 


• セキュ I 」了ィの設定 
• 起動方法の設定 

^ メモ BIOS セットアップを使用する前のま意 


‘通常、システム構成の変更は Windows 上の「まち HW セットアップ」、「電源オプション」、「デバイス 
マネージャー」 などで行ってください。 

「まち HW セットアップ I 「電源オプション」について 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：システム環境の設定変更、省電力の設定をする》 

「デバイスマネージャー」について 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 

‘使用しているシステムによっては、システム構成を変更してを、変更び反映されない場合びあります。 

1 BIOS セットアップで設定した内容は、電源を切ってち消えません。しかし、内蔵バッテ U - (時計用 
バッテリー）び消耗した場合は標準設定値に戻ります。 


システム震の変更 
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且 BIOS セツトアップを使う 


1 


起動と終了/ BIOS セットアップの操作 


起動 

データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『準備しよう I 章 □- の電源を切る』 


キーボード①应]キーを押しなび5電源スイッチを押し、 [dynabook] 
画面び表示されてか5指をはなす 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して IfA / TTRl キーを巧してください。 

バスワードについて 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：ユーヴーバスワード、 HDD バスワード》 

BIOS セットアップび起動します。 

起動でさなかった場合は、通常の終了操作を行ってパソコン本体の電源を切り、手順 
H をやり直してください。 


B 終了 

変更した内容を有効にして終了します。 

日日キーを押して、隘了] メニューを表示する 

曰 終了方法を選択する 

画面の指示に従って己 IOS セットアップを終了する 

Windows び起動します。 


システム震の変更 
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Q BIOS セツトアップを使ラ 


mm 基本操作 


基本操作は次のとおりです。 


メニューを選択ずる 

と j またはじ。 

上段のメニュー名び反転している部分び現在表示している 
メニュー画面です。 

変更したい項目を選択する 

EE または [ X ) 

画面中で反転している部分か現在変更でさる項目です。 

ヴブメニューや設定値の一覧を 

1 ENTER 1 

項目の内容を変更ずる 

\ SPACE ]. 1 巧し 1 F 6 \ 

設定内容を標準値にする 

问 

「デフォルト値を □- ドしますか？」というメッセージび 
表示されます。 r はい 1 を選択し、 | f /\/ Tr /?| キーを押してく 
ださい。 

各種パスワードはこの操作をしてち削除されません。 

設定を保存し、己 IOS セットアッ 
プを終了ずる 

\ F 10 \ 

r 設定の変更を保をして終了しますか？」といラメッセー 
ジび表示されます。保をする場合は「はい」を選択し、 

1 ENTER 1 キーを巧してください。 

BIOS セットアップ終了後、 Windows び起動します。 

保をしない場合は「いいえ1を還択し、 | f /\/ Tr /?| キーを巧 
してくださし、。 

[終了] メニューを表示ずる 

\ ESC \ 

サブメニュー表示中は]つ前の画面に戻ります。 

BIOS セットアップのヘルプを表 
示ずる 

同 



システム環境の変更 


5 

7 





































• 収集管理されるパソコン本体やさ種デバイスの情報、および使用状況の情報は、パソコン本体の八一 
ドディスク上に保存されます。これらは、 PC の基本情報（たとえば、モデル名、型番、製造番号、 
BIOS バージョン等)、各種デバイスの基本情報（たとえば、ディスプレイ、サウンド、ネットワーク、 
八ードディスク、ドライブ等)、オペレーティングシステム情報（たとえば、 0 S パ'-ジョン、 0 S をイ 
ンストールした日時 、 Direct X のバージョン 、 Internet Explorer のバージョン、修正プ□グラムのリ 
スト等)、各種デバイスの操作時間/回数（たとえば、電源スイッチ、キーコンビネーション、 AC ア 
ダプター、バッテ U - パック、ディスプレイ、フアン、八ードディスク、ボ1」ュームダイヤル、ワイ 
ヤレスコ5ュニケーションスイッチ、 USB )、 パソコンの使用開始曰付、パソコン本体や各種デバイス 
の使用状況（たとえば、省電力設定、バッテ U - バックの温度や放充電容量、 CPU 、 メモリ、バックラ 
イトの点灯時間、ち種デバイスの温度）を含みます。八ードディスクに保存されるデータの量は1年間 
で1 OMBL ソ下であり、八ードディスクの全体容量のわずかしか使用しません。 

•これらの情報は、システム状態の監視と通知、および、パソコンび東芝 PC あんしんサポートに持ち込 
まれたときの不具合の診断に使用しまず。また、東芝はそれらの情報を品質保証適用の判断に使用す 
ることをあ0ます。 

•「ま芝 PC ヘルスモニタ」は、一度有効にした場合でち、「コント□-ルパネル」の[プ□グラムのアン 
インス!ル]からアンインストールずることで、本機能を動作しないようにすることびできます。 
その際、八ードディスクに記録されている「まち PC ヘルスモニタ」び採取したデータは自動的に削除 
されます。 


ヘルプの起動方法 


r 東芝 PC ヘルスモニタ」を有効にしていなくてち、ヘルプは起動でさます。 

V 通知領域の[東芝 PC ヘルスモニタ]アイコン （©) をちクリックし、 
表示されたメニューか5 [ヘルプ]をクリックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、 S をク U ックしてください。 



パソコンの動かが況を監視し* 

§ B 窗 I ずる 一ま芝 PC ヘルスモニター 


r 東芝 PC ヘルスモニタ」は、消費電力やバッテ U —充電能力、冷却システムなどを監視し、シ 
ステムの状態をメッセージなどでおミ日日せします。また、パソコン本体および各種デバイスの 
使用状況を、収集管理します。 

r 東芝 PC ヘルスモニタ」の機能は、ヘルプで確認できます。 




• 「東ち PC ヘルスモニタ」は、いかなる場合もまちの標準的な保証の範囲を広げるものでをを更 
するをのでちありません。ま芝の標準的な保証び適用されます。 
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il パソコンの動作が況を監視し、記録する 一ま芝 PC ヘルス モニター 


• 「ま芝 PC ヘルスモニタ」の利用の許諾に同意し、一度プ□グラムを有効にすると、「まち 
PC ヘルスモニタ」の画面を閉じても、パソコンの機能の監視と使用状況の情報収集管理は 
続行されます。この場合、不調の原因となりラる変化び検出されたとさは、通知領域の[ま 
芝 PC ヘルスモニタ]アイコン (0) からメッセージび表示されます。 


ツセージび表示された場合 


不調の原因となりラる変化び検出された場合、メッセージび表示されます。メッセージの内容 
に従って操作してください。 


起動について 


ここでは、 r 東芝 PC ヘルスモニタ」の起動方法について説明します。 


起動方法 


[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - 
[ユーテイリテイ] 一 [ PC ヘルスモニタ]をクリックする 

初めて起動したときは、「東芝 PC ヘルスモニタ」の説明画面び表示されます。[なへ] 
ボタンをク U ックすると、[東芝 PC ヘルスモニタについてのミ主意事項およびデータの 
収集と利用の許諾]画面び表示されます。画面に表示された内容を確認し、ミ主意と許 
諾の内容に同意のラえ、[同意する]を選択し、[〇のボタンをク U ックしてください。 
r 東芝 PC ヘルスモニタ」び起動し、パソコンの機能の監視と使用状況の情報収集管理 
を開始します。システムの状態は表示される画面で確認でさます。 

ぶ3 メモ 
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■ パソコンの動かがおかしいとまは 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明し 
ています。 

rdynabook.com」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 
トラブルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ . 80 

2 Q & A 集 . 8已 








パソコンに起こるトラブルは、その原因びどこにあるかによって解決策び異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことび必要です。 

ここでは、パソコンの構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹 
介します。 

■パ ソコンを 構成す る3つの 部分 



• アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプ U ケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプ U ケーションソフト 
ウェアの代表的なちのです。それぞれ製造元び異なります。 

•システム、ドライバーとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S とちいい、パソコンを動かすための基本的な 
働さをします。本製品のシステムは Windows 7です。 

ドライバーは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバーびないと、周辺機器 
は使用できません。代表的なドライバーに、ディスプレイドライバーやサウンドドライバー、 
マウスドライバーなどびあります。基本的なドライバーは、システムび標準装備しています 
び、周辺機器製品に専用のドライバーび付属している場合ちあります。 

•八ードウェアとは 

バッテ U — や AC アダプターはちちろん、画面（ディスプレイ）、キーボード、八ードディス 
ク、 CPU など、パソコン本体を指します。 

パソコンはこれ日の高度な技術の集合体です。トラブルの原因びそれぞれの製造元にしかわか 
日ない場合ちをくあります。トラブルの症状に合わせた対処をすることび解決への早道です。 
トラブルの解みには、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプ U ケーションソフト 
ウェアーシステム （0 S )、 ドライバ ー- ►パソコン本体の順にチェックします。 


I 1 I トラブルを巧おするまでの流れ 

ブルの原因をつを止めよう 

6 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていさましよラ。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 


80 




D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP ! アプ U ケーシ 


:アに原因びある場合 


トラブル 

例1:メールやインターネットがつなが5 
ない 

アクセスポイントやメールサーバー、の、 
パスワードなどの設定を確認します。これ 
らの設定は契約プ□バイダーごとに異なり 
ます。契約プ□バイダーから指定された設 
定データび正しくパソコンの設定に反映さ 
れているかを確認してください。 


賊肖ま 

例1:プ□バイダーへのお問い合わせにつ 
いて 

お客様ご契約のプ□ノ（イダーの窓口へお問 
い合わせください。 


トラブル 

例吕：アプリケーシヨンの使いかたがねか 
5ない 

付属のマニュアルや「おたすけナビ」を読 
んで、アプ U ケーシヨンソフトの使いかた 
を確認します。 


お消ま 

例吕：アプリケーシヨンの使いかたについ 
て 

『映像と音楽を楽しちラ』や「おたすけナビ」で 
操作方法を確認したり、各アプ U ケーシヨン 
のサポート窓口へお問い合わせください。 

「おたすけナビ」 

体章己-田 - Q この Q & A 集を読んで 
も解巧できない」 

アプ U ケーシヨンのお問い合わせ先 
「7章お問い合わせされるとさは」 


トラブル 

例3:どのアプリケーシヨンを使った日い 
いかわからない 

付属のマニュアルや「おたすけナビ」に、 
代表的な操作を記載しています。 


脇肖法 

例3 :「おたすけナビ」でアプリケーション 
を探す 

「おたすけナビ」の「ソフトウェアをつかラ」 
で、本製品に用意されたアプ I 」ケーション 
を目的別に探すことびできます。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


8 









D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP 2 システム （0 S ) やドライバーに原因がある場合 


トラブル 

例4 :正常に画面が表示されない、音が出 
ない、設定が合つているのにイン 
ターネットにつなが5ない 


例日：青い画面で rsTOPox ******」 

(-般に 「 STOP エラー」や「ブルー 
スクリーン J 「ブルーパニック J と呼 
ばれる画面）が表示された 



岭 


賊肖ま 

例 4 •例日：ドライバーを入れ直す 

再起動をすると自動的にドライバーの検出 
を行ラ場合びあります。再起動後、持斤しい 
八ードウェアの検出ウィヴード]画面び表 
示された場合は、画面の指示に従ってくだ 
さい。 

再起動 

《パソコンで見るマニュアル（検索）： 
バソコンを再起動する》 

例日：動作に影響を与えているアプリケー 
シヨンや周辺機器を調べる 

周辺機器やソフトをインス I -ールしたあと 
に起こることび多いちのです。その前に 
行った作業を一度元に戻すことでトラブル 
び解消される場合び少なくありません。 
周辺機器を取りはずしたり、「システム構成 
ユーティリティ」でプ□グラムやサービス 
を停止して起動したりすることで調べるこ 
とびでさます。 

システム構成ユーティリティ 
《バソコンで見るマニュアル（検索）： 
必要最ほ限のシステムで起動する》 


ク 


それでもトラブルび解消しない場合には、 
東芝 PC あんしんサポートへお問い合わせく 
ださい。 

『まち PC サポートのご 案内』 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 












D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP 3 パソコン本な:に原因びある場合 


トラブル 

例6:ドライバーを入れなおしても機器が 
動かない 


賊肖ま 

例6 :リカバリー(再セットアップ）する 

パソコン本体び動作する場合は、 n 」 カバ 
U - (再セットアップ)」を行ってください。 
ru カバ U -」 は、八ードディスクのデータ 
び消えるため、バックアップを行ラことを 
おすすめします。 

バックアップをとる 

『準備しよう4章大切なデータを失わな 
いために』 

リカバリ- 

『準備しよラ已章買ったとさの状態に戻 
すには』 


例7 :電源ランプが点なせず、パソコンが 
まったく動作しない 


ク 


それでちトラブルび解消しない、あるいは 
まったくパソコンび動作しない場合は、パ 
ソコン本体び故障している可能性びありま 
す。 

パソコンの操作について、困ったときや修 
理のご依頼は東芝 PC あんしんヴポートへお 
問い合わせください。 

『ま芝 PC ヴポートのご案内』 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


が 








D トラブルを解消するまでの流れ 


トラブル巧処ミ去 


トラブルび発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP! 付属の冊子7ニコ 


本書では、トラブルの解決方法を Q & A 形式で説明しています。 

体章口 Q & A 集」 

また、本製品には目的別に複数の冊モマニュアルびあります。本書じ(外の冊テち 
読んで < ださい。 


STEP2 r パソコンで見るマニュアル J の [QSA 集 J か S 探す 


「パソコンで見るマニュアル」の 「 Q & A 集」にち、使っていて操作びおかしいと 
感じたとさの対処法び載っています。 

「パソコンで見るマニュアル」は、本製品の電源を入れた状態で、デスクトップ上 
の[おたすけナビ] ( ^ ) をダブルク U ックー[パソコンで見るマニュアル] 

おたすけナビ 

タブの[パソコンで見るマニュアル TO 円ボタンをク U ックすると起動できます。 



r パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」の検索機能を使って、本製品に 
用意されているアプ U ケーシヨンのヘルプやマニュアルを検索して調べることび 
でさます。詳細はヘルプを参照してください。 

「パソコンで見るマニュアル」と「おたすけナビ」のヘルプの起動方法 
「本章日- [ U - Q この Q & A 集を読んでを解決でさない」 


STEP4 サポートのサイトで調べる 


本製品独自のサポートサイト「あなたの dynabook . com 」 へ接続すると、各種サ 
ポート情報から解決方法を探すことびでさます。 

「あなたの dynabook . com 」 では、ご利用のパソコンの「よくあるご質問 FAQ 」、 
デバイスドライバーや修正モジュールのダウン□ー ド、ウイルス-セキュリティ 
情報などをご覧になれます。 

ご利用のノ（ソコンに関する情報だけび表示されるので、目的の情報を簡単に探す 
ことびできます。また、サポート窓□や修理についても案内しています。 

あなたの dynabook.com 『まき PC ヴポートのご案内』 

それでちトラブルび解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨンのお問い合わせ先は「7章お問い合わせされるとさ 
は」で確認してください。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 















Q 青い画面（ブルースク U - ン）び表示され、操作でをなくなった 
Q しば5く放置した5、画面び真っ暗になった . 

Q テレビまたはが部ディスプレイを接続した状態で、パソコンをス U - プや 
休止状態か5復帰したとを、本体液晶ディスプレイに何ち表示されない..., 

Q テレビまたはか部ディスプレイを取りはずしたとさに、 

画面び表示されな < なった . 

Q 画面び薄暗<、よ< 見えない . 


Q パソコンび応答しな<なった . 

Q Windows びセーフモードで起動した . 

Q 再起動や電源を入れ直してち、トラブルび解消しない 


Q ポインターび輪の形をしている間にキーを巧してを反応びない ....... 

Q キーボードか5夕字を入力しているとをに力ーソルびとんでしまラ 
Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 

互 

Q ク IJ ックしてち反応びない . 

Q 夕‘ブルク IJ ックびラまくいかないので、速度を変更したい 

Q ポインターの速度を調節したい . 

Q レーザーマウスの反応びおかしい . 

Q 光学式マウスの反応びおかしい . 



2 | q & a 集 



D 電源を入れると宝/切ると宝. 


87 


且画面/表示 


90 


Q 電源スイッチを巧してを Power LED び点なしない . 87 

Q 電源び入るび、すぐに切れてしまう 

電源び入5ない . 87 

Q 電源を入れたび、システムび起動しない . 88 

Q 使用中に前触れちなく、突然電源び切れることびある . 88 

Q しば5く操作しないとを、電源び切れる . 89 


ここに掲載している Q & A 集のほかに、「パソコンで見るマニュアル」にち Q & A 集びあります。 
目的の項目び見つか日ないとさは、「パソコンで見るマニュアル」ち参照してください。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 


□ □ □ 11 
9 9 9 9 9 


2 2 2 
9 9 9 


3 3 3 
9 9 9 


4 4 4 已已 
9 9 9 9 9 
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H 日 StA 集 


6 


Q r パスワードを入力して下さい。」と表示された . 96 

Q「HDD 1/ SSD 1 のユーザーパスワードの入力」と表示された . 96 

Q 起動時に 「 Windows 再開□—夕‘」び表示され、 

Windows び起動しない . 96 

Q 起動時に 「ERROR 0271 : Check data and time se け in 呂 s ••• 

Press < F 1 > to resume , < F 2> to Setup 」 と表示され、 

Windows び起動でをない . 97 

Q 「システムの日付または時刻び無効です」と表示された . 97 

Q 次のよラなメッセージび表示された . 98 

Q その他のメッセージび表示された . 98 

Q 八ードディスクか5 IJ カバ IJ - でさなくなったとさは . 98 

Q 異常な臭いや過熱に気づいた！ . 日日 

Q この Q & A 集を読んでち解ミ夫でさない . 日日 

Q 操作でさない原因びどラしてちわか5ない . 100 


役立つ操作集 


r パソコンで見るマニュアル」の 「 Q & A 集」を見てみよう 

本書の Q & A 集を見ても知りたいことび見つからない場合は、パソコンで r バソコンで見るマニュアル」 
の 「 Q & A 集」を見てみましょラ。 

インターネットに接続しなくてを閲覧でさるため、操作も簡単でず。 


①デスクトップ上の[おたすけナビ] ( ^ ) をダブルク U ックー[パソコンで見るマニュアル] 

おたすけナビ 

タブの[パソコンで見るマニュアル TO 円ボタンをク U ックする 
「パソコンで見るマニュアル」び起動します。 


② [ Q & A 集 ]( I ◎ Q 8 AJI I )をク U ックずる 
[ Q & A 集]の一覧び表示されます。 

③ もくじから巧りたい項目をク U ックずる 

④ 参照したい質問をク U ックずる 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


が 






























@ ►パソコン内部の温度び一定 L ソ上に達すると保護機能び働き、システムび自動の 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 


@►パソコン本体か 5 いつたん、電源コードと AC アダプター、バッテリーパック 
をずベて取りはずしてください。 

① 電源 コー ドと AC アダプターを 取りはずす 

パソコンに接続している周辺機器も取りはずしてください。 

② バッテ U -パックを取りはずす 

電源コードと AC アダプター、バッテ U —パックを取りはずすと、電源び入日ない状 
態になります。そのままの状態で、しば日く放置してください。 

③ バッテ U —パックを取り付ける 

④ 電源コードと AC アダプターを取り付けて、電源プラグをコンセントに差し込む 
⑥電源スイッチを約2秒間巧し、指をはなす 

電源 コー ドと AC アダプターの 接続 

『準備しよう1章 E ]- B 電源 コー ドと AC アダプターを接続する』 

バッテ U — バックの取り付け/取りはずしについて 
「4章 11- 巧]バッテ U - パックを交換ずる」 

しソ上の手順でち解みでさない場合は、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 


且日 & A 集 


1 


電源を入れるとを/切るとを 




電源スイッチを巧しても Power LED が点なしない 


©► 電源スイツチを2秒間巧したあと、指をはなすと電源が入ります。 

Power に D び点灯することを確認してください。 


電源び入るが、すぐに切れてしまラ 
電源が入6ない 


バッテリーの充電量び少ない可能性があります。 

なのいずれかの対処を行ってください。 

• 本製品用の AC アダプターを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプターは使用でさません） 

• 充電済みのバッテ U —パックを取り付ける 

バッテ U — の巧電について「4章 11 - 回バッテリ-を充電する J 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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H 日 & A 集 


電源を入れたが、システムが起動しない 


©►起動ドライブを八ードディスクドライブ L ソがに設定した場合に、システムの 
入っていない記録メディアびセットされている可能性びあります。 

システムび入っている記録メディアと取り換えるか、またはドライブか日記録メディ 
アを取り出してから、何かキーを巧してください。 

それでち正常に起動しない場合は、巧のよラに操作してください。 

①電源スイッチを已秒 L ソ上巧して電源を切る 
③ | n 2| キーを巧しなび5、電源スイッチを巧す 

③ [ dynabook ] 画面び表示された日、|77可キーから指をはなす 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび 
表示されます。パスワードを入力して居胃司キーを巧してください。 

④ 表示されたメニューか日システムの入っているドライブ循常は八ードディスクを 
示す項目）を田のキーで遇択し 、 lENTER I キーを巧す 


©►巧の手順を巧うと、セーフモードまたは前回正常に起動したときの構成で起動 
しなおすことがでさます。 

電源スイッチを已秒じ(上巧して強制終了したあと、次のよラに操作してください。 

① 電源を入れる 

② 「 dynabook 」 画面び表示された日回キーを数回巧し、 [ dynabook ] 画面び消え 
た b 指をはなす 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび 
表示されます。パスワードを入力して居胃司キーを巧してください。そのあとす 
ぐに、@キーを再び数回巧してください。 

「詳細ブートオプション」び表示されます。 

③ 目的に合わせて[セーフモード]または[前回正常起動時の構成（詳細)]を選択し、 

ENTER I キーを巧す 


ほ用中に前触れちな<、巧お電源び切れることがある 


0►パソコン内部の温度が一定 LU 上に達すると保護機能び働き、システムが自動が] 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 

それでち電源び切れる場合は、東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 























H 日 StA 集 


バッテリ ー 駆動で使用している場合、バッテリ ーの 充電量がなくなった可能性 
びあります。 

次のいずれかの対処を行ってください。 

• 本製品用の AC アダプターを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプターは使用でさません） 

• 充電済みのバッテ U —パックを取り付ける 

バッテリーの巧電について「4章 D- 回 バッテ U - を巧電ずる」 


しば5く操作しないとを、電源び切れる 


©►Power LED が緑に点灯している場合、表示自動停止機能び働いた可能性があ 
0ます。 

画面には何ち表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイッチを巧 
さないでください。 

臣弓^キーやに^キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 
外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに] 0秒前後かかることび 
あります。 


©►Power l_ED がオレンジ色に点滅しているか、消灯の場合、自動的にスリープ 
または休止げ態になった可能性があります。 

一定時間パソコンを使用しないとさに、自動的にス U —プまたは休止状態にするよラ 
に設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを巧してください。 

また、巧の手順で設定を解除でさます。 

① [スタート]ボタン （©) 一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② 苗システムとセキュ U ティ] 一 r ;# 電源オプション]をク U ックする 

③ [電源プランの選択]で利用するプランを選択する 

④ 還択したプランの[プラン設定の変更]をク U ックする 

⑥[ディスプレイの電源を切る]および[コンピューターをス U - プ状態にする]で 
[なし]を選択する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]にそれぞれ設定してください。 

⑥[変更の保を]ボタンをク U ックする 
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画が/表术 


青い画面【ブルースクリージ）び表示され、操作でをなくなつた 


©► 電源スイッチを已秒 L ソ上押して Windows を強制終了してください。 

システムび操作できなくなったときじ(外は行わないでください。強制終了を行ラと、 

ス U —プ/休止状態は無効になります。また、保存されていないデータは消失します。 
強制終了したあと、電源を入れ直してください。 

lu 上の手順でも解ミ夫できない場合は、 r 本節团 - Q 再起動や電源を入れ直して 
ち、トラブルが解消しなしりを確認してください。 


しば6く放置した6、画面び真つおになつた 


©► 表示自動停止機能び働いた可能性があります。 

画面には何ち表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイツチを巧 
さないでください。 


SHIFT キーや CTRL キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 


外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに] 0秒前後かかることび 
あります。 


©► 表示装置が適切に設定されていない可能性があります。 

但句+[^キーを3秒 iU 上巧し続けてください。表示装置び本体液晶ディスプレイに切 
り替わります。 

詳細について「3章 □- 因方法2-画+巧キーを使う」 


テレビまたはか部ディスプレイを接続した巧態で、 
〇パソコンをスリープや体止巧態か6復帰したとを、 
本体液晶ディスプレイに何も表巧されない 


©►テレビまたはが部ディスプレイに、画面表示が切り替わつている可能性があり 
ます。 

テレビまたは外部ディスプレイの電源を入れて確認してください。パソコン画面び表 
示されていた場合は、「3章0パソコンの画面をテレビに映す」を参照して、本体液 
晶ディスプレイに表示を切り替えてください。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


90 


















H 日 &A 集 


^テレビまたはか部ディスプレイを取りはずしたときに、 
W 画面び表示されな<なった 


テレビまたはが部ディスプレイを接続してください。 

テレビまたは外部ディスプレイをプライマ U デバイスに指定してデュアルビューけ広 
張）表示の設定をした場合に、ス U —プやイ木止状態のとさにテレビまたは外部ディス 
プレイを取りはずすと、ス U —プやイ木止状態か日復帰したとさに画面び表示されない 
ことびあります。 

テレビまたは外部ディスプレイの取りはずしは、ス U —プやイ木止状態のときに行わな 
いでください。 


画面び薄お<、よ<見えない 


臣司キーを巧して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくして 
<ださい* 1。 

キーを巧すと、逆に、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなります。 

|7がキーで本体液晶ディスプレイの輝度を変更した場合、パソコンの電源を切ったり 
再起動したりすると設定はちとに戻ります。 

* 1この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 


©► 本体液晶ディスプレイの輝度がほく設定されている可能性があります。 

r 電源オプション」には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなります。 
詳細は、「電源オプション」のヘルプを参照してください。 

次の手順で設定を変更してください。 *1 

①[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 
③システムとセキュ U ティ] 一[\ぶ電源オプション]をク U ックする 

③ 利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

④ [プランの明るさを調整]を設定する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑥[変更の保を]ボタンをク U ックする 
* 1この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 
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システム/八ードディスク 


パソコンがなきしなくなつた 


©► アプリケーシヨンを終了できない場合や、アプリケーシヨンを終了してもトラ 
ブルび解消しない場合は、パソコンを再起動してください。 

再起動『準備しよラ1章口-[ミ]-再起動』 

か Windows 起動時に問題び起きた場合や、パソコンを再起動できない場合は、 
電源スイッチを已秒 L ソ上巧して Windows を強制終了してください。 

システムび操作でさなくなつたとさじ(外は行わないでください。強制終了を行ラと、 

ス U —プ/休止状態は無効になります。また、保をされていないデータは消失します。 
強制終了したあと、電源を入れ直してください。 

か 上の手順でも解決できない場合は、 r 本項 - Q 再起動や電源を入れ直しても、 
トラブルが解消しなしりを確認してください。 


Windows び七ーフモードで起動した 


©►パソコンを再起動してください。 

再起動『準備しよ51章口-己]-再起動』 

か上の手順でも解決できない場合は、 r 本項 - Q 再起動や電源を入れ直しても、 
トラブルが解消しなし、」を確認してください。 


再起動や電源を入れ直しても、トラブルび解消しない 


©►ドライバーやシステムのアップデート中（更新中）にトラブルが発生した場合 
は、直前の正常に起動したときの構成で起動してください。 

前回正常に起動したときの構成で起動する 

「本節 P 1- Q 電源を入れたが、システムが起動しない」 


アプリケーシヨンをインス I ルしてか5、この問題び発生するようになった 
場合は、インス I -- ルしたアプリケーシヨンが Windows の動作に影響してい 
る可能性があります。 

アプ I 」ケーシヨンをアンインス!-ールしてください。 

アンインス!ル《パソコンで見るマニュアル（検索）：アプ U ケーシヨンの削除》 
『アプリケーシヨンに付属の説明書』 
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@ ►周辺機器を接続してか！5、この問題が発生するようになった場合は、接続した 
周辺機器が Windows の動作に影響している可能性があります。 

周辺機器を取りはずしてください。周辺機器によっては、周辺機器に付属のドライバー 
やアプ U ケーシヨンをパソコンにインストールしている場合びあります。これらのド 
ライバーやアプ U ケーシヨンもアンインス!-ールしてください。 

周辺機器の取り扱いについて『周辺機器に付属の説明書』 
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— ド 


ポインターが輪のおをしている巧にキーを巧してち反応がない 


システムが処理中の可能性びあります。 

ポインターび輪のお（〇)をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないとさびあります。システムの処 
理び終わるまで待ってから操作してください。 


—ボードか5文をを入力しているとをに力ーソルがとんでしまラ 


0►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、力ーソルびとんだ 
り、アクティブウィンドウが切り替わってしまうことがあります。 

なの手順でタッチパッドを無効に切り替えてください。 

① キーを 巧す 

[タッチパッド]のカードび表示されます。 

③画キーを巧したまま回キーを巧し直し、撫細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 


—ボードに飲み物をこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体びこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれがあります。 

ちし、液体びパソコン内部に入ったときは、ただちに電源を切り、 AC アダプターと 
バッテ U - パックを取りはずして、東芝 PC あんしんヴポートにご相談ください。 
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タッチパッド/マウス 


ックしてち反応がない 


* マウスは、モデルによって別売りでず。 


システムが処理中の可能性びあります。 

ポインターび輪の形 （勺） をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないとさびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってか日操作してください。 

©►マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体び正しく接続されていないと、マウスの操作はでさません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 

©►タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されて 
いる可能性があります。 

次の手順でタッチパッドを有効に切り替えてください。 

①丙引キーを巧す 


[タッチパッド]のカードび表示されます。 

②臣を]キーを巧したまま@キーを巧し直し、[有効]アイコンび大きい状態で指をは 
なす 


ダブルクリックびラま<いかないので、速度を変ちしたい 


€5►巧の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① [スタート]ボタン （©) 一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [づ'八ードウエアとサウンド]一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ボタン]タブで[ダブルク U ックの速さ]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ [0 K ] ボタンをク I 」ックする 


ポインターの速度を調節したい 


次の手順でポインターの速度を変更してください。 

①[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 
③[巧(八ードウエアとサウンド]一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ポインターオプション]タブで[速度]のスライダーパ'-を左ちにドラッグする 

④ のロボタンをク U ックする 
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レーザーマウスの反応びおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性びあります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインターびラまく動きま 
せん。なのよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、鏡など） 


@►平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いてください。 


化学式マウスの反応がおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインターびラまく動きま 
せん。：欠のよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光ミ尺紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの劉ヒび非常にかない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性び強し读面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど) 
明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったちのの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合びあります。 


0►平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いてください。 
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r パスワードを入力して下さい。 J と表示された 


©►「ま芝 HW セットアップ」または BIOS セットアップで設定したパスワードを 
入力し、 


ENTER キーを押してください。 


パスワードを忘れた場合は、使用している機種（型番）を確認後、保守サービスに連 
絡してください。有償にてパスワードを解除します。その際、身分証明書（お客様自 
身を確認できる物）の提示び必要となります。 


rHDDl / SSD 1 のユーザーパスワードの入力 J と表おされた 


BIOS セットアップで設定した HDD パスワードを使って認証を行ってくださ 
い。 

なの操作を行ってください。 

① HD □パスワードを入力し、 

HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永义に使用でさ 
なくなり、交換対応となります。この場合は有償です。その際、身分証明書（お客様 
自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 


f /\/ T '£7?| キーを巧す 


n 起動時に rWindows 再開□—ダ J び表示され、 
ソ Windows び起動しない 


©► a - ドウエアの接続に不具合び起きた、または何！5かの原因で電源を切る前の 
：!犬態を再現できなくなつたというメッセージです。 

休止状態のままメモリの取り付け/取りはずしをしたとさなど I こ表示されます。電源 
を切る前の状態は再現でさません。 

次の操作を行ってください。 

① 「 Windows 再開□ーダ」で r 復元データを削除してシステムブートメニューに進む」 
び反転表示していることを確認し、 


f/N/TTR I キーを 巧す 


② 「 Windows エラー回復処理」で 「 Windows を通常起動する」び反転表示している 
ことを確認し、臣胃司キーを巧す 
Windows び起動します。 
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起動時に [ERROR 0271 : Check data and time settings — 
Q Press < F 1 > to resume , < F 2> to SetupJ と表巧され、 
Windows が起動でをない 


か 時計用バッテリーび不足しています。 

時計用バッテリーは、 AC アダプターを接続し電源を入れているとさに充電されます。 

時計用バッテ U - について「4 章 11- の- ■■- 時計用バッテリー」 

AC アダプターを接続後、次の手順で BIOS セットアップの日付と時刻を設定してくだ 
さい。 

キーを 巧す 

BIOS セットアップ画面び表示されます。 

③[メイン]メニューの[言語：]で[日本語 (JP)] を選択する 

③ キーを 巧す 

確認のメッセージび表示されます。 

④ [はい]を選択し、 | fA /7~ fR | キーを巧す 

BIOS セットアップび標準設定の状態になります。 

⑥[メイン]メニューの[システム時刻：]で時刻を設定する 

⑥ [メイン]メニューの[システム日付：]で日付を設定する 

⑦ 丘回キーを巧す 

確認のメッセージび表示されます。 

⑨[はい]を選択し、 IfA / TTRl キーを巧す 

BIOS セットアップび，終了し、パソコンび再起動します。 


r システムの曰付または時刻び無効です J と表示された 


か 日付と時刻を設定してください。 

Windows Update やアプ U ケーシヨンのセットアップを行う場合は、正しい日付と時 
刻を設定してか日行ってください。 

日付と時刻の設定について 『 Windows ヘルプとヴポ ー ト』 
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なメッ七ージが表示された 


• [Insert system disk in dnve.Press any key when ready 」 

•「 Non-System disk or disk error Replace and press any key when ready 」 
•「Invalid system disk Replace the disk,and then press any key 」 

• fBootCouldn't Find NTLDR Please Insert another disk 」 

•「Disk I/O error Replace the disk,and then press any key 」 

•「Cannot load DOS press key to retry 」 

•「Remove disks or other media.Press any key to restart ] 

•「NTLDR is missing Press any key to restart ] 

0^ フ□ッピーディスクなどの起動ディスクを取り出し、何かキーを巧してくださし、。 

上記の操作を行っても解みしない場合は、『東芝 PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のラえ、東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 

@►使用しているシステムやアプリケーシヨンの説明書を確認してください。 


その他のメッ七ージが表示された 


その他 




八ードディスクか6リカパリーでをな<なつたとまは 


©►八ードディスクドライブに搭載されているリカバリー(再セットアップ）ツー 
ル (システムを復元するためのもの）のデータが破損、もしくは誤って消去さ 
れている可能性があります。 

また、市販のソフトウェアを使用してパーティシヨンの構成を変更すると、リ 
カパリーができなくなることびあります。 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 で作成した U カバ U - メディアを使って、 

U カバ U — してください。 

1」カバ U - の操作方法 

『準備しよう已章 0- 团リカパ' U — メディアか SU カバリーをする』 

U カノのーメディアびない場合は、修理び必要になる可能性びあります。東芝 PC あん 
しんヴポートに相談してください。 

修 I 里のお問い合わせについて『ま忌 PC サポートのご案内』 
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異常な臭いや遇熱に気づいた 


©►パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードのプラグをコンセントか5 
巧いてください。ま全を確認してバッテリーパックをパソコン本体か5取りは 
ずしてからま芝 PC あんしんサポートに相談してください。 

なお、連絡の際には次のことを伝えてください。 

•使用している機器の名称 
• 購入年月日 

• 現在の状態（でさるだけ詳しく連絡してください） 

修理のお問い合わせについて『まち PC ヴポートのご案内』 


この Q & A 集を読んでち解巧でをない 


©►このほかにもいろいろな解巧方法があります。 

1「パソコンで見るマニュアル」の 「 Q & A 集」を見る 

本書の Q&A 集は、パソコンの電源び入日ないなど、「パソコンで見るマニュアル」 

を見られない状況での Q&A のみ記載しています。「パソコンで見るマニュアル」の 
「Q&A 集」には、このほかにち困ったことび起きた場合の対処方法を記載していま 
す。「パソコンで見るマニュアル」び見日れる場合は、確認してみてください。 
「パソコンで見るマニュアル」を起動し、 [Q&A 集]をク U ックすると、 Q&A の一 
覧び表示されます。 

吕「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」で調べる 

「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」には、パソコン内の電モマニュア 
ルで、検索する機能びあります。知りたい内容びこの Q&A 集に載っていない場合は、 
「パソコンで見るマニュアル」や「おたすけナビ」で検索してみてください。詳細は 
「パソコンで見るマニュアル」または「おたすけナビ」のヘルプを参照してください。 

•「パソコンで見るマニュアル」のヘルプの起動方法 

① デスクトップ上の[おたすけナビ] ( ^)をダブルク U ックー[パソコンで 

見るマニュアル]タブの[パソコンで見るマニュアル TOP] ボタンをクリック 
する 

② [このマニュアルの使いかた]をク U ックする 
•「おたすけナビ」のヘルプの起動方法 


① デスクトップ上の[おたすけナビ] ( 

おたすけナヒ 

② [ヘルスをク U ックする 


をダブルク U ックする 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 









H 日 &A 集 


3 r あなたの dynabook.comj や 「dynabook.comj の「よくあるご質問 FAQJ を 
調べる 

インターネットに接続できるときは、東芝 PC 総合情報サイト rdynabook.com」 

でサポート情報を見てください。お問い合わせの多い質問やホットな Q&A び掲載さ 
れています。 

dynabook . com 『まち PC サポートのご案内』 

「A. 回答-対処方法」の説明を読んでち問題び解決しない場合は、説明のあとのア 
ンケートに引さ続さ、質問メールを出すことちでさます。 

* メールでの質問には「お客様登録」び必要です。 

4東芝 PC あんしんヴポートに電話する 

パソコン本体のトラブルは、東芝 PC あんしんサポートでお答えします。『東芝 PC サ 
ポートのご案内』で必要事項を確認のラえ、東芝 PC あんしんサポートに連絡してく 
ださい。 

東ち PC あんしんサポート『まち PC サボートのご案内』 


操作でをない原因がどラしてちわか6ない 


@►パソコン本体のトラブルの場合は、『ま芝 PC ヴポートのご案内』で必要事項を 
確認のうえ、東芝 PC あんしんヴポートに連結してください。 

アプリケーシヨンのトラブルの場合は、各アプリケーシヨンのヴポート窓□に 
お問い合わせください。 

アプ1」ケーシヨンのお問い合わせ先「7章お問い合わせされるとさは」 


@►周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のサポート窓□にお問い合わせくだ 
さい。 

周辺機器のお問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


§ 








■ お凸いをわせをれるとをは 


本製品に用意されている 0 S 、 アプリケーションのお問い合わせ巧を紹 
介しています。 

各アプリケーシヨンを使っていて困ったときは、こちらに連絡してく 
ださい。 


1お問い合わせ先 

-□ S / アプリケーシヨンー . 102 







マイク□ソフトお償サポート 
< TEL > 

TEL :東京： 03-已3已 4-4 已00 

:大阪： 0己-己 347-4400 
: 01 20-09-0] 9己 

※巧の情報をお手元に用意してご連絡ください。 

郵便ま号、ご住所、お名前、電話番号、お問い合わせ製品のプ□ダクト ID 
詳細は、製品添付の「バッケージ内容一覧」をご覧ください。 

〈受付時間-お問い合わせ回数〉 

参セットアップ、インス!ルに関するお問い合わせ 

受付時間 ： 9:30〜] 2:00、 ] 3:00〜] 9:00 (平日） 

10:00-17:00 (±曜日、日曜日） 

(マイク□ソフト株式会社イ木業曰、年末年始、祝祭日を除く。日曜日び 
祝祭曰の場合は営業いたします。その場合、振替休日は休業させてい 
たださます） 

回数 ：指定はございません。 



I お巧い合わせ巧 

I -OS/ アプリケーションー 



nfos のお巧い合わせ巧 


Microsoft Office Excel/Microsoft Office Outlook/Microsoft Office PowerPoint 
/Microsoft Office Word/Microsoft Office ナビ 


Windows ® 7 についてのヴポート情報は、下記のホームぺージをご覧ください。 

http :// www . microsoft . com / japan / windows/defaultmspx 

Windows ® 7に関する一般的なお問い合わせは、東芝 PC あんしんサポートになります。 

回 

各アプ U ケーシヨンのユーヴー登録については、それぞれのお問い合わせ先までお問い合わせ 
ください。 

インス!ルされているアプ U ケーシヨンはご購入のモデルにより異なります。 


* 吕〇09年8月現在の内容です。 

各社の事情で、受付時間などび変更になる場合があります。 


お問い合わせされるとさは 
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D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーション- 


♦基本操作に関するお問い合わせ 

受付時間 ：目:30〜] 2:00、 ] 3:00〜] 9:00 (平日） 

] 0:00〜] 7:00 (±曜日） 

(マイク□ソフト株式会社休業日、年末年始、祝祭日を除く） 

無償ヴポート回数 ： Microsoft Office Personal 2007 ( Word / Excel / Outlook / 
Office ナビ）は 4 インシデント 、 Microsoft Office PowerPoint 
2007は 2 インシデントとなります。 

お問い合わせに関する詳綱ホ 、 Microsoft Office Personal 2007および Microsoft 
Office PowerPoint 2007の『スタートガイド』をご覧ください。 

〈ホームぺージ〉 

URL : http :// support . microsoft . com / 

※電話サポート（無償）ちしくは、製品サポートか6お問い合わせになる製品をお還びください。 
備考 ：マイク□ソフトサポート Web 上か日直接インターネットを通じてお問 

い合わせち巧能です。 

MSN 相談箱: http :// questionbox . jp . msn . com / 


ウイルスバスター2009 90曰版 

ウイルスバスターサービスセンター 

受付時間 

: 9:30〜] 7:30 

TEL 

: 0570-008326 

日 3 -曰 334-1 日 3 曰 （ IP 電話.光電話か 日の お問い合わせ） 

E-mail 

http :// tmqa . jp / r 924/ 

ホームページ 

: http :// tmqa . jp / toshiba / 



お問い合わせされるとさは 


S 










D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーション- 


マカフイー-サイトアドバイザプラス 


マカフイー • テクニカルヴポートセンター 

(サイトアドバイヴプラスに関する技術的な問い合わせ） 

受付時間 ： 9:00-2 1:00 (年中無休） 

TEL : 〇已 70-0 己 0-033 (ナビダイヤ J レ） 

03 -已 428-227 目（ナビダイヤルびご利用いただけないお客様用） 

E-mail : じ(下の Web フォームをご利用ください。 

http://www.nncafee.conn/japan/mcafee/support/supportcenter_ 

inquiry—ts'asp 

ホー ムぺーン： http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/SA/ 

マカフイー • カスタマーオペレーシヨンセンター 

(サイトアドノ（イヴプラスに関するユーヴー登録や登録情報変更などの製品じ(外に関する 

問い合わせ） 

受付時間 ：月曜〜金曜： 9:00-1 7:00 (年末年始、祝日を除く） 

TEL : 〇已 70-030-088 (ナビダイヤ J レ） 

03 -已 428-1 792 (ナビダイヤルびご利用いただけないお客様用） 

E-mail : じ(下の Web フォームをご利用ください。 

http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/supportcenter_ 

inquiry_coc.asp 

ホー ムぺーン： http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/SA/ 

マ カ フイー- イン フオメーシヨ ンセンター 

(製品購入前の製品に関する問い合わせ、サイトアドバイヴプラスでのサイト評価に関す 

る問い合わせ） 

受付時間 ：月曜〜金曜： 9:00-1 7:00 (年末年な台、祝曰を除く） 

TEL : 〇已 70-0] 0-220 (ナビダイヤ J レ） 

03 -已 428-1 899 (ナビダイヤルびご利用いただけないお客様用） 

E-mail : じ(下の Web フォームをご利用ください。 

http://www.mcafee.com/japan/mcafee/home/msup/ 

information—center'asp 

ホー ムぺーン： http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/SA/ 

マカフイー-テクニカルサポートセンターではチ ヤツ トによるサポートちご提供しています。 
ナヤツト ： http://www.mcafee.com/japan/mcafee/support/chat.asp 


ATOK 2009 for Windows (己〇日間お償試用版 ） for TOSHIBA _ 

♦無償試用版の使い方に関するお問い合わせ 
ジャストシステム期間限定版専用サポート 

受付時間 ：平日]ひ 7:00 (± 曰祝、特別休業日を除く） 

TEL : 088 -己巨巨- 1 已 23 

ホー ムぺーン : http://support.justsystems.com/ 



お問い合わせされるとさは 












D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーション- 


BroadNewsStreet 

ニューズ ウォツチ 

受付時間 

:平日 ] 0:0 □〜 17:00 

(±、曰、祝日、およびニユーズウォッチび別途定める曰はサポートの対象 
外となります。） 

E-mail 

: toshibapc@newswatch.co.jp 

ホームページ 

: http://www.newswatch.co.jp/bns/toshibapc/ 


ebi.BookReaderSJ 

株式会社イーブックイニシアティブジャパン eBookJapan ヴポートセンター 

https://www'ebookjapan'jp/ebj/suppo 「 t/index'asp?dealend=] 07 

受付時間 ：]ひ00〜] 8:00 (±曰祝日除く） 

E-mail : support@ebookjapan.co.jp 

ホームぺージ： http://www'ebookjapan'jp/ebj/?dealend=] 07 


FlipViewer / 円 ipBook 

イ—ブック.システムズ 株式会社円 ipViewer ヴポート 

受付時間 ：月〜金（祝曰除く） ] ひ□□〜 17:00 

E-mail : fv-support@ebooksystems.co.jp 

《メールのみの対応となります。 

ホームぺーシ： https://secure.ebooksystems.co.jp/support/FV-contact.php 


Google ツールバー 

ホームページ： Google ツールバー 

http://www.google.co.jp/support/toolbar/ 


i - フィルター己.0 

デジタルアーツ株式会社ヴポートセンター 

受付時間 ：平日]ひ ] 8:00 ± •曰•祝日]ひ□□〜20:00 

(デジタ J レアーツ指定休業曰を除く） 

TEL : 平曰 03-3 已 80 -已己 78 ± •曰-祝曰〇已 70-00-1 334 

よく ある質問： http://www.claj.jp/faq/ 

ユーヴーヴポート お問い合わせ フォーム 
: http://www.claj.jp/ask/ 



お問い合わせされるとさは 


g 

















D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーション- 


WDLC ガジェット_ 

マイク□ソフト株式会社 

マイク□ソフト Windows Live ホームぺージ上で情報を公開しています。 
http :// go . winclowslive . jp / photogaclget / support / 


駅探エクスプレス 

駅探エクスプレスサポート 

受付時間 

:メールのため受付時間の制限はありません。 

《 webmaster からの返信は、基本的に平日 （1 0:00〜1 8:00) の対応とさせていただ 
いてお0ます。 

また、内容により返信できない場含、回答に日数を要する場含もありますので、あら 
かじめご了承ください。 

E-mail 

: express - support @ ekitan.conn 

ホームページ 

: http :// express . ekitan . com / 


コーレル株式会社インタービデオテクニカルサポート 

お問い合わせの前にホームぺージ ( http :// www . corel . jp / support /) をご確認ください。 
当製品の無償ヴポート期間は、ご購入後]年間となります。 

受付時間 ：月〜金]日:□日〜12:□日、13:3日〜17:3日 

(1 S : □日〜] 3:3日、±曰祝祭日、ならびに指定休業日を除く） 

TEL :日4曰- 226-3899 

FAX : 04曰- 226-389 曰 

E-mail : メールでのお問い合わせは、1；(下の URL に掲載されている専用のメール 

フオームをご利用ください。 
http :// www . corel . jp / support / 

ホームぺージ： http :// www . corel . jp / 
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MediaShow for TOSHIBA 

ヴイバーリンクカスタマーヴポートセンター 

TEL : 0已70-080-] ] 0 

03-已 977-7 已30 ( PHS、IP 電言舌をごイま用の場合） 

受付時間 ：]0:0□〜] 3:00/14:□□〜17:00 

(± ■曰•祝日-休業日を除く） 

ホームぺージ： http :// jp . cyberlink . com / support / 

Web か日のお問い合わせは3巨已曰24時間受け付けておりますび、回答を差し上げるのは、 
サイバー U ンク株式会社営業時間内になります。そのため±曰祝日や深夜に頂いたご質問は 
回答を差し上げるのび翌営業曰じ(降になります。 


DVD MovieWriter for TOSHIBA 


お問 S 合轻契るとさは 














D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーション- 


デジタル全国地図 its-mo Navi 
ゼンリンデータコムお客様ホ目談室 

受付時間 ：]ひ□□〜 17:00 月〜金（祝曰•指定休曰は除く） 

E-mail : itsmo_navi@zenrin-clatacom.net 

ホームぺーン： http://www.zmap.net/contactus/inclex.html 


ナップスターアプリ 

ナップスタージャパン株式会社カスタマーヴポート 

E-mail : support@napster.jp 

ホームぺージ : http://www.napster.jp/support 

*爸員専用問い含わせフォーム（ナップスターアプ U 巧）および一般向け問い含わせフォーム 
( http :// www . napster . jp / helprequest _ form . html ) を用意しております。 


スカパー! Net てれび 

スカパー！ Net てれびカスタ マーヴ ポート係 

受付時間 ：平日（±、曰、祝日を除く） ] 日:□日〜] 7: □日 
TEL : 03 -曰 287-2940 

ホームぺージ： http://wfncnet.skyperfectv.co.jp/contact/ 


筆ぐるめ 


富±ソフト株式会社インフオメーシヨンセンター 

受付時間 

9:30-1 2: □乱] 3:00-1 7:00 (± •曰.祝祭日-休業日を除く） 

1 ] 月]曰か日 12 月 30 曰までは無休 

TEL 

03-5600-2551 

FAX 

日 3-3634-1 322 

E-mail 

users@fsi.co.jp 

ホームページ 

http://info.fsi.co.jp/fgw/ 


乗換案内 VER . 日_ 

ジョルダン株式会社乗換案内ユーザーサポート 

受付時間 ：平日]日:□日〜] 2: □日、 13: □日〜 17: □日 * 平日のみ 

TEL : 03-5369-4055 

FAX : 03- 曰 369-4064 

E-mail : norikae@jorudan.co.jp 

ホームぺーシ : http://norikae.jorudan.co.jp 

S 日 1 日年 7 月 3] 曰までの間、秉換案内のユーヴー琶録をしたお客様に限り]回のみインター 
ネット経由で最新の時刻表を含むプ□グラムにアップデートしていただくことび巧能です。 
インターネット環境がないお客様は、最新の時刻表を含むプ□グラム CD-ROM を]， 2 目日円 
(消費税および送料込）にて]回のみご購入いただけます。 



お問い合わせされるとさは 






















D お問い合わせ先 - os / アプ u ケーション- 


Adobe Reader/ConfigFree/dynabook フンナヤー/ Internet Explorer/ 

Java™ 2 Runtime Environment/LaLaVoice/PC 引越ナビ/ 

TOSHIBA Disc Creator/TOSH 旧 A DVD PLAYER/TOSH 旧 A Flash Cards/ 
TOSHIBA Net Movie Player/TOSHIBA Recovery Media Creator/ 

TOSHIBA Smooth View/Windows Live Essential/Windows Media Center/ 
Windows Media 円 ayer/ おたすけナビ/動画で縣夫！操作ガイド/ 

動画でぎぶ Microsoft Office PowerPoint 2007/ 動画で学ぶ Office Personal 2007/ 
動画で学ぶ Windows 7/ 動画で学ぶ YouTube/ まミ DVD-RAM ユーテイ U テイ/ 

東ち eco ユーテイリテイ / 東ミ HW セットアップ / まち PC 診断ツール / まち PC ヘルスモニタ / 
東ち SD メモリ カードフォーマット / 東芝 ヴー ビス ステーシヨン / 東ち省電力/ 

東芝ファイルレスキュ ー/ 東ちボタンヴポート/まち無線 LAN 己 GHz 有効無効ツール/ 
はじめてガイド/パソコンで見るマニュアル/ぱ 5 ちゃん/無線 LANS くらく設定 

東芝（東芝 PC あんしんサポート） 

全国共通電話番号： 01 20-97-1 048 (通話料.電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、アナウンスび流れます。アナウンスに従って操作 
してください。 

技術的な質問、お問い合わせは、アナウンスの後でのをプッシュして 
ください。 

技術相談窓口受付時間：目:□□〜19の0 (年中無休） 

[電話番号はおまちびえないよラ、ご確認の上おかけください] 

ミ毎外か日の電話、携帯電話、 PHS 、 または直収回線など回線契約によってはつなびらない 
場合びございます。その場合は TEL 043-298-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わ 
せください。 

システムメンテナンスのため、サポートを休止させていただく場合びございます。日程は、 
dynabook.com 「サポート1胃幸反」 ( http :// dynabook ' 巳 om / assistpc / index _ j ' htm ) I こて 
お知日せいたします。 



お問い合わせされるとさは 


% 











■付録 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 

1ご使用にあたってのお願い . 110 

2記録メディアについて . 11已 

3技術基準適合について . 119 

4無線 LAN について . 124 

已 Bluetooth について . 138 












ほ用に友たつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていただきたいことや守っていた 
だきたいことびあります。なのお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みく 
ださい。 


■■パソコン本做こついて 

I 機おへの巧い衝撃や外旺について _ 

•機器に強い衝撃や外圧を与えないよラにミ主意してください。製品には精密部品を使用してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 

•パソコンの表面を硬いちのでこすると傷びつくことびあります。 

取り扱いにはごミ主意ください。 

I タッチパッドの操作にあたって _ 

•タッチパッドを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使わないでください。 
タッチパッドび故障するおそれびあります。 


八ードディスクドライブについて 



I 操作にあたつて _ 

• Disk 日 LED び点灯中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスクド 
ライブび故障したり、データび消失するおそれびあります。 

•八ードディスクに保をしているデータや重要な文書などは、万一故障び起こったり、変化/ 
消失した場合に備えて、定期的にフ□ッピーディスクや CD / DVD などに保存しておいてく 
ださい。記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、フ□ッピーディスク、 CD / DVD な 
どに保をした内容の損書については、当社は一切その責任を負いませんので、あ日かじめご 
了承ください。 

•磁石、スピーカー、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでく 
ださい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷び付いて、使えなくなることびあります。磁性面に付いた傷の修理はでさません。 
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D ご使用にあたってのお願い 


mm CD / DVD について 


I 操作にあたつて _ 

•ディスクトレイ LED び点灯しているときは、イジエクトボタンを巧したり、 CD / DVD を取 
り出す操作をしないでください。 CD / DVD び傷ついたり、ドライブび壊れるおそれびあり 
ます。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、ドライブに CD / DVD び入っていないことを確認してくだ 
さい。入っている場合は取り出してください。 

•ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。ドライブの故障の原因に 
なります。 

•電源び入っているときには、イジエクトホールを巧さないでください。回転中の CD/DVD 
のデータやドライブび壊れるおそれびあります。 

イジエクトホールについて n 章 □-[!]- CD / DVD が出てこない場合」 

•ディスクトレイを開けたときに、 CD / DVD び回転している場合には、停止するまで CD / 
DVD に手を触れないでください。ケガのおそれびあります。 

• CD / DVD をディスクトレイにセツトするときは、無理な力をかけないでください。 

• CD / DVD を正しくディスクトレイにセツトしないと CD / DVD を傷つけることびあります。 
•本製品では、 8 cm 、] 2 cm の CD / DVD のみ使用できます。これらけ外の CD / DVD は使用 

でさません。 


mm 無線 LAN について 


I 無線 LAN をほ用するにあたって _ 

• 無線 LAN の無線アンテナは、でさるかざり障書物びかなく見通しのさく場所で最ち良好に動 
作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを開さ、本や分厚い紙の 
束などの障害物でディスプレイを覆わないよラにしてください。 

また、パソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性のケースなど 
で覆わないよラにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、「付録0無線 
LAN について」を確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用でさる地域については、「付録0-匯■使用でさる国/地域につ 
いて」を確認してください。 

I 巧線 LAN の操作にあたって _ 

• Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉し 
合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場合 
は、今お使いの日 luetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

•ア ドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続び不 
巧能になる場合びあります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピューターすべてに巧して、新たに別のネットワーク名で設定を行う必要びあります。 












D ご使用にあたってのお願い 


B 周辺機器について 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

•取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。3章および《パソコンで見るマ 
ニュアル》の「パソコンの設定」にある r 周辺機器を使ラ」を読んでか日作業をしてくださ 
し、。またその際には、次のことを巧ってください。守らなかった場合、故障するおそれびあ 
ります。 

. ホットインヴーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから作業を行ってください。ホットインヴーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行ラことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にミ主意してください。 

-ホコ U びかなく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書で説明している場所のネジじ(外は、取りはずさないでください。 

-作業時に使用するドライバーは、ネジのお、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受けられません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

I メモリの増設の操作にあたって _ 

•必ずパソコン本体の電源を切り、電源プラグをコンセントか日はずし、電源コネクタか日 AC 
アダプターのプラグを巧さ、バッテ U —パックを取りはずしてから作業を行ってください。 

•ス□ット A (下勵のメモ U びはずれている状態では、本製品は使用できません。 

必ずス□ット A (下勵にメモ U び取り付け日れている状態で使用してください。 

•パソコン本体やメモ U のコネクタに触らないでください。コネクタにゴミや油び付着すると、 
メモ U び正常に使用でさなくなります。 

• メモリは、コネクタに差し込む部分ではなく両端（丸く欠けている部分）を持つよラにして 
ください。 

• メモ U を強く巧したり、曲げたり、落としたりしないでください。 

• ス U -プ/休止状態中にメモ U の取り付け/取りはずしを行わないでください。スリープ/ 
休止状態び無効になります。また、保をされていないデータは消失します。 

• ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライバーを使用してください。 

• キズや破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行っ 
てください。 









D ご使用にあたってのお願い 


□静電気について 

• メモリは、精密な電モ部品のため静電気によって回復不能な損傷を受けることびあります。 
人間の体はわずかなびら静電気を帯びていますので、メモ U を取り付ける前に静電気を逃び 
してから作業を行ってください。手近にある金属製のちのに軽く指を触れるだけで、静電気 
を防ぐことびでさます。 

I USB 巧応機器の操作にあたって _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてから 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （ OS ) び対応しており、機器用ドライバーびイン 
ス I -ールされている必要びあります。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての USB 対応機器の 
動作は保証でさません。 

• USB 対応機器を接続したままス U —プまたは休止状態にすると、復帰後 USB 対応機器び使 
用できない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起動 
してくださし、。 

□取りはずす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 USB 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを確 
認してください。 

• USB フラッシュメモ U や M 0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、 
データを消失するおそれびあるため、必ずシステム上で使用停止の手順を行ってください。 

I テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•すべてのテレビと接続動作確認は行っていません。したびって、すべてのテレビへの表示は 
保証でさません。 

テレビによっては正しく表おされない場合びあります。 

•必ず、 DVD などを再生する前に、表示装置の切替えを行ってください。再生中は表示装置 
を切り替えないでください。 

•巧のよラなときには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 

• 拡張表示でテレビまたは外部ディスプレイをプライマ U デバイスに設定した場合、スリープ 
または休止状態のとさにテレビまたは外部ディスプレイをはずさないでください。スリーフ 
または休止状態か日復帰したとさに □ グオン画面び表示されずに、操作びできなくなること 
びあります。 

• HDMI 出力端テにテレビまたは外部ディスプレイを接続しているときに、ほかのコネクタに 
テレビまたは外部ディスプレイや外部サウンド機器び接続されている場合、画面表示を切り 
替えたり HDMI ケーブルを巧き差ししたりすると、システムによって自動的に画面表示また 
はサウンド出力び切り替わることびあります。 









D ご使用にあたってのお願い 


la バツテリーにごいて 


I バッテリーを使用するにあたって _ 

•パ'ッテ U - パックの取り付け/取りはずしをする場合は、必ず電源を切り、電源プラグをコ 
ンセントからはずし、電源コネクタから AC アダプターのプラグを巧いてから作業を行って 
ください。ス U - プを実行している場合は、バッテ U - パックの取りはずしをしないでくだ 
さい。データび消失します。 

• 電極に手を軸れないでください。故障の原因になります。 



•バッテ U - パックをパソコンに取り付けるときは、バッテ U -ま全□ックび□ック側になって 
いることを必ず確認してください。 

安全 □ ックび□ック側になっていないと、持ち運びのときにノ（ッテ U —ノ（ックびはずれて落 
ちるおそれびあります。 

「4章 D - im バッテリーバックを交換する」 



•パ'ッテ U —駆動で使用しているとさは、バッテ U —の残量に十分を意してください。 

バッテ I 」一を使いさってしまラと、ス I 」ープび効かなくなり、電源び切れて、メモ I 」に記憶 
されていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテ U —を使いきってしまラと、時刻や 
日付に誤差び生じます。このよラな場合は、 AC アダプターを接続してバッテ U —と時計用 
バッテ U —を充電してください。 


I バッテリーを充電するにあたって _ 

•) (ッテ U - パックの温度び極端に高いまたはほいと、正常に充電されないことびあります。 
バッテ U —は已〜3已での室温で充電してください。 


社団法人電モ情報技術産業協会の「バッテ U 関連 Q & A 集」について 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / comfnittee / pc / battery/menul .htm 


Bluetooth にごいて 


•本製品は、すべての团 uetooth 対応機器との接続動作を確認したものではありません。また、 
すべての团 uetooth 対応機器との動作を保証することはできません。 

•本製品の团 uetooth 機能を使用できる国/地域につい！:は、「付録且 - ra 使用できる国/ 
地域について」を確認してください。 
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記錄ゾディアについて 


記録メディアを使ラ前に、次の内容をよく読んでください。 


ほえる CD をお認しよう 


I CD - RW 、 CD - R について/ CD - RW 、 CD - R のほ用巧奨メーカー 

• CD - RW 、 CD - R に書き込む際には 、 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお 
使いのかたへ』で記録メディアの使用推奨メーカーを確認してください。 

• CD - 刊こ書き込んだデータの消去はできません。 

• CD - RW メディアは書き換え可能な記録メディアですび 、 [TOSHIBA Disc Creator ] で書 
さ込んだファイルを変更したり、削除したりすることはでさません。 

ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず CD-RW メディアの消去を行い、改めて必要な 
ファイルだけを書さ込んでください。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、記録メディアの内 
容を十分に確認してから行ってください。 

•書さ込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消去する記録メディア 
をセットしたドライブを間違えないよラ十分にを意してください。 

•八ードディスクに不良セクターびあると書き込みに失敗するおそれびあります。定期的に 
「エラーチェック」でクラスターのチェックを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、記録メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書さ込み 
びでさなくなる場合びあります。データなどを書さ込む際は、記録メディアの状態をよくご 
確認ください。 



使える DVD をお認しよう 


■ DVD - RAM の種類 

DVD - RAM にはいくつかの種類びあります。本製品のドライブで使用できる DVD - RAM はなの 
とおりです。 

カート U ツジタイプの記録メディアは、カート U ツジか日取り出してドライブにセツトしてく 
ださい。両面ディスクで、読み出し/書さ込みする面を変更するとさは、一度ドライブか日記 
録メディアを取り出し、裏返してセツトし直してください。 

〇:使用でさる X :使用でさない 


DVD - RAM の種類 

本製品の対応 

カート1」ツジなし* 1 

〇 

カート U ツジタイプ（取り出し不可） 

X 

カート U ツジタイプ（取り出し可能）* 2 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダーでは再生でさない場合びあります。 
*2 2.日 GB 、 已 .2 GB のディスクは使用できません。 
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0 記録メディアについて 


I DVD について / DVD のほ用巧奨メーカー 


• DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十 R に書さ込む際には 、 『dynabook 

* * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』で記録メディアの使用推奨メーカー 
を確認して ください。 

• DVD - R 、 DVD + 阿こ書き込んだデータの消去はできません。 

• DVD - RW 、 DVD+RW メディアは書き換え可能な記録メディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc 
Creator 」 で書き込んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 
ファイルの変更.削除び必要な場合は、まず DVD - RW 、 DVD + RW メディアの消去を行い、 
改めて必要なファイルだけを書さ込んでください。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元することはできません。消 
去の際は、記録メディアの内容を十分に確認してから行ってください。 

• 書さ込み可能なドライブび複数台接続されているときには、書き込み-消去する記録メディ 
アをセットしたドライブを間違えないよラ十分にミ主意してください。 

• DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW . DVD 十 R への 書さ込みでは、ファイルの管 
理領域などち必要になるため、記録メディアに記載された容量分のデータを書さ込めない場 
合びあります。 

• DVD - RW 、 DVD-R への 書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込むデータのサイ 
ズび約] GB に満たない場合にはダミーのデータを加えて、最ル1 GB のデータに編集して書さ 



込みます。 

このため、実際に書さ込ちラとしたデータびかないにちかかわらず、書さ込み完了までに時 
間びかかることびあります。 

•八ードディスクに不良セクターびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に 
「エラーチェック」でクラスターのチェックを行うことをおすすめします。 

• ドライブの構造上、記録メディアの傷、巧れ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書き込み 
びでさなくなる場合びあります。データなどを書さ込むとさは、記録メディアの状態をよく 
ご確認ください。 

• DVD - RAM をドライブにセツトしたとき、システムび DVD - RAM を認識するまでに多少時間 
びかかります。 


分メモ 

•作成した DVD は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダーやパソコンでは再生できないことをありまず。 
また、作成した DVD+R DL メディア、 DVD-R DL メディアを再生するときは、それぞれの記録メディ 
アの読み取りに対応している機器を使用してください。 
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且記録メディアについて 


3 


メディアカードをほラ前 I 



mm メディアカードの操作にあたつて 

•ブリツジメディア □ LED び点灯中は、電源を切ったり、記録メディアを取り出したり、パ 
ソコン本体を動かしたりしないでください。データや記録メディアび壊れるおそれびありま 
す。 

•記録メディアは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しく挿し込まれていない場 
合、パソコンの動作び不安定になったり、記録メディアび壊れるおそれびあります。 

•スリープ中は、記録メディアを取り出さないでください。データび消失するおそれびありま 
す。 

•記録メディアのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れるおそ 
れびあります。 

•記録メディアを取り出す場合は、必ずシステム上で使用停止の手順を行ってください 。デー 
夕び消失したり、記録メディアび壊れるおそれびあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、必ずブ U ツジメディアス□ツトか日記録メディアを取り出 
してください。ブ U ツジメディアス□ツトや記録メディアび破損するおそれびあります。 

USD メモリカードを使う前に 

•ブリツジメディアス□ツトに min 旧 D メモ U 力ードをセツトするときは、必ず SD メモ U 力一 
ドサイズの min 旧 D メモ U カード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 
microSD メモ U 力ードをセツトするときは、必ず SD メモ U 力ードサイズの microSD メモ U 
カード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 min 旧 D メモリカードサイズの 
microSD メモ U カード用のアダプターは使用できません。 

• ブリツジメディアス□ツトか日 min 旧 D メモリカード/ microSD メモ U 力ードを取りはずす 
ときは、必ず min 旧 D メモ U 力ードまたは microSD メモ U 力ード用のアダプターに装着した 
ままの状態で行ってください。 

• すべての SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードの動作確認は行っていません。したびって、 
すべてのカードの動作保証はでさません。 

• SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードは、 SDMI の取りみめに従って、デジタル音楽デー 
夕の不正なコピーや再生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのノ（ソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品 
でコピ ー 、再生することはできません。 SDIVH とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 

•あなたび記録したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利ちに無断で使 
用でさません。 

• SD メモ U カード/ SDHC メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防 
ぐ SDMI に準拠したデータを取り扱うことびできます。メモ U の一部を管理データ領域とし 
て使用するため、使用でさるメモ U 容量は表示の容量よりかなくなっています。 













0 記録メディアについて 


K ■メモリースティックを使う前に 

•本製品は、メモ U - スティックデュオ/メモ U - スティック PRO デュオには対応していま 
せん。 

•本製品は、著作権保護技術 MagicGate には対応していません。本製品では、著作権保護を 
必要としないデータの読み出し/書き込みのみできます。 

•すべてのメモ U - スティックの動作確認は行っていません。したびって、すべてのメモ U - 
スティックの動作は保証でさません。 

• メモリーステイックの詳しい使いかたなどについては『メモリーステイツクに付属の説明書』 
を確認してください。 


mm マルチメディアカードを使う前に 

•すべてのマルチメディアカードの動作確認は行っていません。したびって、すべてのマルチ 
メディアカードの動作は保証でさません。 

• マルチメディアカードの詳しい使いかたなどについては『マルチメディアカードに付属の説 
明書』を確認してください。 


記録メディアの廃棄-譲渡について 



記録メディア（フ□ッピーディスク、半導体メモ U 、 CD 、 DVD など）を廃棄•譲ミ度する際に 
は、書さ込まれたデータび流出しないよラ、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行ってち、データの復元ツールで再生でさる場合ちあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、記録メディア専用のシュレッダーち販売されています。 
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巧術甚準適をについて 


「パソコンで見るマニュアル」にち技術基準適合に関する説明び記載されています。本書だけで 
なく、「パソコンで見るマニュアル」の記載ちあわせてご確認ください。 

■瞬時電圧低下について 

この装置は、社団法人電モ情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時 
電圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る 
瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 

■高調波対策について 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：技術基準適合について》 

■電波障害自主規制について 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：技術基準適合について》 

■「FCC information 」 について 

《バソコンで見るマニュアル（検索）：技術基準適合について》 


■ EU Conformity Statement について 

C€ 

This product and -if applicable - the suoplied accessories too are marked with "C じ " and comply 
therefore with the applicable harmonized European standards listed under the Low Voltage 
Directive 2006/95/EC, the EMC Directive 2004/108/EC and/or R&TTE Directive 1999/5/EC, 

Responsible for CE-marking: 

TOSHIBA EUROPE GMBH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, Germany 
Manufacturer: 

Toshiba Corporation,1-1 Shibaura 1-chome, Minato-ku, Tokyo, 105-8001, Japan 


The complete official EU CE Declaration can be obtained on following internet page: 
http://epps.toshiba-teg.com/ 




B 技術基準適合について 


HITACHI LG DVD スーパーマルチ ドライブ GT 20 N 
(DVD スーパーマルチ ドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


1 . 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされてい 
ます。 

本装置はヨー□ッ/ く共通のレーヴー規格 
EN 巨082已 -1 で"クラス1レーヴー機器"に分 
類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することびでさな < なります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこずこと 
びあります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、ち 
全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発 
する可能性びあるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてを保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、束芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 


• CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE ' 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling ved Abning. 
undgA uds/ettelse for 
STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nAr deksel 

APNES. UNNGA EKSPONERING 

FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYVA JA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, ALA 

\ 

KATSO SATEESEN. 

ノ 


^— Location of the required label 






























B 技術基準適合について 


Panasonic DVD スーパーマルチ ドライブ UJ 8 日 0 
(DVD スーパーマルチ ドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 


1.本装置はレープーシステムを使用しています。 
本装置の定格銘板には、ち記の表示びされてい 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


ます。 

本装置はヨー□ッ/ く共通のレーヴー規格 
EN 巨082已 -1 で"クラス1レーヴー機器"に分 
類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することびでさな < なります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすこと 
びあります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、ち 
全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りに 
よって、人体への危害や物質的損害を誘発する 
可能性びあるシステムには、本装置を使用しな 
いで < ださい。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、東芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE 、 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT 

LASER VISIBLE ET INVISIBLE EN 

CAS D'OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSE AU 
FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE UND 

UNS に HTBARE 

LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. NIGHT 
DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
laserstrAling VED ABNING. 
UNDGA UDS/ETTELSE FOR 
STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nar deksel 
Apnes. unngA eksponering 

FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3 己 SYNLIG OCH OSYNLIG 
laserstrAlning nar DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI3BNAKYVA JA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE，ALA 


KATSO SATEESEN. 

ノ 





































B 技術基準適合について 


Pioneer DVD スーパーマルチドライブ DVR - TD 09 
( DVD スーパーマルチドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 

クラス 1 レーザー製品 


1. 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされています。 

本装置はヨー□ッノ く共通のレーザー規格 EN 巨08吕 5- 
1で"クラス1レーザー機器"に分類されていまず。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、ま全性、性能の 
保証をすることびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあります。従って、本装置を使用する 
システムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止す 
るために、安全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。本装置の故障、取り出され 
たデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステム 
には、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異甫び生じた場合は、電源を切って、東芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 


CAUTION CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION WHEN 
OPEN, AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 

ATTENTION RADIATIONS LASER VISIBLES ET INVISIBLES DE CLASSE 3B 
QUAND OUVERT.eVITEZ TOUT EXPOSITION AU FAISCEAU. 

ADVARSEL KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRALING VED ABNING. 
undgA uds 生 ttelse for STRALING. 

VARO ! AVATTAESSA OLET ALTTIINA NAKYVALLE JA 

NAKYMATTOMALLE LUOKAN 3B LASERSATEILYLLE. 

ALA KATSO SATEESEEN. 

VARNING KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG LASERSTRALNING NAR DENNA 
DEL AR OPPNAD. UNDVIK ATT UTSATTA DIG FOR STRALEN. 

VORSICHT BEI GEOFFNETER ABDECKUNG 1ST SICHTBARE UNO 
UNS に HTBARE LASERSTRAHLUNG DER KLASSE 3B IM 
GERATEINNEREN VORHANDEN. NIGHT DEM LASERSTRAHL 
AUSSETZEN! 

PRECAUCION CUANDO SE ABRE HAY RADIA 幻 ON LASER DE CLASE 3B VISIBLE 
E INV に旧 LE. EVITE LA EXPOSICION A LOS RAYOS LASER. 

ミち意 ここを開くと CLASS 3B の可視レーザー光及び不可視レーザー光び 

出ます。ビームを直接見たり、触れたりしないこと。 


. — Location of the required label 






























B 技術基準適合について 


Toshiba Samsung Storage Technology 
DVD スーパーマルチ ドライブ TS 丄巨 33 C 
(DVD スーパーマルチ ドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 

1. 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示びされています。 

本装置はヨー□ッ共通のレーザー規格 EN 巨082已- 
1で"クラス1レーザー機器"に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この 
装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、ま全性、性能の 
保証をすることびでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことびあります。従って、本装置を使用する 
システムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止す 
るために、安全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。本装置の故障、取り出され 
たデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステム 
には、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてをな証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、ま芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。_ 

DANGER -VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN, AVOID EXPOSURE TO BEAM, (for 2 - CFR) 

CAUTION -CU^SS 3BV SIBLEANDIWISIBLE LASER RADIA—ION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 

ATTENTION --ASER DE CLASSE 犯 RAYONNEMENT VISIBLE ET 剛 SIB—E: EN CAS D’OUVERTURE. EXPOSITION DANGEREUSE 
DE UOEILOU DELA PEAU RAYONNEyEVT DIRECT OU D FFUS, 

VORSICHT -SICKBAREUND UNSICHTBARE WSERSTRAHLUNG KLASSE3B, WENN ABDECKUNG GEOFFNF, NIGHT DEM 
STRAHLAUSSEIZEN, 

ADVARSEL パ WSSE 犯 SYNLIGOG USYNLIG LASERSTRAliNG VEO ABNING, UNDGA UDS/ETTELSE FOR STRAuNG 
ADVARSEL -KU\SSE3B synlig og usy 非に laserstraling nar deksel apnes. unngA eksponering fop strAlen. 

VARO! -LUOKAN 3B NAKYVMJA NAKYMATON AVATTAESSAOLETALTIINA LASERS な EILYLLE. AU KATSO SATEESEEN. 

WARNING -SYNUGOCH OSYNLIG KLASSE 犯 LASERSTRAmiNG NAR DENNADElAr OPPNAD, STRAlEAR FARLIG. 

注意 ■ 肺巧 3B 等圾的巧 X 及ス巧 X あ光话がおを巧ち吏簡 

注意 ■ ここを巧くとクラス 3BS ： 視ブ - た加可卵レ - だ - 加 ; 出ミず : ビ - ムに身をさ日さないこと： 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
APPAREIL A LASER DE CLASSE 1 
LASER SCHUTZ KLASSE 1 
PRODUKT 

NACH EN 60825-l:1994/A2:2001 



广 — Location of the required label 



PRODUCT IS CERTIFIED BY THE 
MANUFACTURER TO COMPLY 
WITH DHHS RULE 21 CFR 
CHAPTER 1,SUBCHAPTER J 
APPLICABLE AT THE DATE OF 
MANUFACTURE. 

Toshiba Samsung Storage Technology 
Korea Corporation 
14F Digital empire 11,486 Sin-dong, 
Youngtong-au, Suwon-si, Gyeonggi-do, 
Korea, 443-734 
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4 I if 緑 LAN について 


mm 無線 LAN の概要 

本製品には、 IEEE 802.1 la. IEEE 802.1 1 b. IEEE802'1] 昼、 IEEE802'1]n d「aft2'0 
のすベて、もしくはその一部に準拠した無線 LAN モジュールび内蔵されています。次の機能を 
サポートしています。 

•周波数チャネル還択 
• マルチチャネル間の□ーミング 
•パワーマネージメント 

本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあります。使用 
しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類についロホ、に章 n- 回- ■■ 
無線 LAN モジュールの確認」をご覧ください。 

分メモ 

• 本製品に内蔵されている IEEE8 □と]1 n に準拠した無線 LAN モジュールは、 U U- スバージョン 
draft2.0 の仕様に基づいております。そのため、正式規格対応製品や他社のドラフト版対応製品とは 
互換性やすべての機能をな証するをのではありません。 

•本製品と同等の構成を持った機器との通信を行う場合に、 IEEE 802.11 n draf に.□準拠の通信を行う 
ことび可能です。 
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凸無線 LAN について 


Kjfl お線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合びあ 
ります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の対象になります。無線ネットワーク 
機器は、無線免許の必要ない已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯で動作するように設計されていますび、 
国/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあり 
ふ 〇 


お線周波数帯 

IEEE 802.1 la , 

IEEE 802.1 In d 「 aft 2.0 

已 GHz (已]已 0- 已 72 已 MHz ) 

IEEE 802.1 lb , 

IEEE 802.1 Ig , 

IEEE 802.1 In draft 2.0 

2.4 GHz に 400-24 白 7 MHz ) 

変調方式 

IEEE 802.1 la , 

IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重方式 
日 FDM - BPS に 0 FDM - QPSK ， 
□ FDM -16 QAM , □ FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散ち式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK , 

DSSS-DBPSK 

IEEE 802.1 In d 「 aft 2.0 

直交周波数分割多重方式 （ OFDM 方式)， 

空間を重方式 （ MlMO 方式） 


無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートび低いほど、 
通信範囲は広くなります。 

幻メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことびあ 
ります。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物"びある場合ち、通信範囲に影響を与え 
ます。 
















凸無線 LAN について 


mm ヴポートずる周波数ち域 


無線 LAN びサポートする已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無線 
規制によって異なる場合びあります（表「無織 EEE 802 .1] チャネルセット」参照)。 


■無線 IEEE802.1 1チャネルセット 

•己 GHz 帯：己1己〇〜己7吕己 MHz ( IEEE 80 吕 .1 la 、 IEEE 80 吕 .1 1 n draft 吕 .0 の場合) 


反 f メモ 

• 已 GHz 無線 LAN は屋外では使用でをません。 



チャネル ID 

周波数 

W 52 

36 

5180 

40 

5200 

44 

5220 

48 

5240 

W 53 

52 

5260 

56 

5280 

60 

5300 

64 

5320 

W 56 

100 

5500 

104 

5520 

108 

5540 

112 

5560 

116 

5580 

120 

5600 

124 

5620 

128 

5640 

132 

5660 

136 

5680 

140 

5700 



アクセスポイント側のチャネル （ W 已 2/ W 已 3/ W 已 6) に合わせて、そのチヤネルに自動的に 
設定されます。 
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凸無線 LAN について 


• 2.4 GHz 帯：吕400〜吕 497 MHz ( lEEESO 吕 .1 1 b / g 、 IEEE 80 吕 .1 1 n dra れ吕 .0 の場合) 


チャネル ID 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

24曰 7*1 

11 

2462 

12 

2467 

13 

2472 


* 1購入時に、アドホックモード接続時に使用するチヤネルとして設定されているチヤネルです。 
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凸無線 LAN について 


E ■本製品を日本でお使いの場合のご注意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.75 MHz と重 
複しています。 

已 GHz 帯無線 LAN を屋外で使用することはできません。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されているなのステッカーをパソコン本 
体に貼り付けて < ださい。 


この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要ずる移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等 a ソ下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1 . この機器を使用する前に、近くで r 他の無線局」が運用されてい 
ないことを5崔認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その化、電波干渉の事例が凳生した場合など何かお困りのこと 
力 S 起きたときは、まち PC あんしんサポートへお問い合わせくだ 
さい。 


■ 現品表 / J 、 

本製品とお包箱には、巧に示す現品表おび記載されています。 


①②③④ 


2.4DS/0F4 





① 2.4 

② DS 

③ OF 

④ 4 

⑥ ■ ■ ■ 


2.400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調方式び DS-SS 方式であることを示す。 

変調方式び OFDM 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び 40 mLU 下であることを示す。 

2, 400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意味する。 


■ま芝 PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんヴポートの連絡先は、裏表紙を参照してください。 












凸無線 LAN について 


B 機器認証表示について 

本製品には、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局として、認証を受け 
た無線設備を内蔵しています。したびって、本製品を使用するとさに無線局の免許は必要あり 
ません。 

■ RTL 8191 SE b / g / n モジユールの場合 

無線設備名： RTL 8191 SE 
TELEFI 巳 ATION 日. V . 

認証番号 : D 0950 m 2 m 

■ RTL 8192 E b / g / n モジュールの場合 

無線設備名： RTL 8192 E 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : DO 804830 0] 

■ Intel a / b / g / n モジユールの場合 

無線設備名：已 12 AN_MMW 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : DO 80241003 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピューター）に実装して使用す 
ることを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触する恐 
れびありますので、十分にごミ主意ください。 


mm お知らせ 

I お線製品の相互運。性 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジユールは 、 Direct Sequence Spread Spectrum 
( DSSS)/Orthogonal Frequency Division Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使用する 
あらゆる無線 LAN 製品と相互運用できるよラに設計されており、なの規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電子技術ち協会）策定の 
IEEE 802.11 Standard on Wireless LANs (Revision a / b / g/n drafts .□) (無線 LAN 
標準規格（版数 a / b / g/n d 「 aft 2 .日)） 

• Wi - 円 Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
Wi - 円 CERTIFIED □ゴは Wi-Fi Alliance の認定マークです。 










凸無線 LAN について 


I 健康への影響 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールは、ほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エネ 
ルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとはる 
かにほいレベルに抑え日れています。 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載 
のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。こ 
のま全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検 
討している専門家の委員会による審議結果びまとめ日れています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有者または組織の責任者び Wireless LAN の使 
用を制限する場合びあります。次にその例を示します。 

•飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか日ない場合 
は 、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、個々の組織または施設環境の管理者に巧して、 

本製品の使用可否について確認してください。 


I 規制に関する情ま巨 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールのインス I -ールと使用に際しては、必ず製品付属 
の取扱説明書に記載されている製造元の指示に従ってください。本製品は、無線周波基準とま 
全基準に準拠しています。 



• Canada - Industry Canada (1 C ) 

This device complies with 民 SS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device. 


The term "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
specifications were met. 
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凸無線 LAN について 


• USA-federal Communications Commission (FCC) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules, These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, wnich can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected, 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized modification 
of the devices included with this the Wireless LAN, or the substitution or attachment of connecting caoles 
and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibUity 日 f the user. 

Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

The radiated output power of the Wireless LAN is far below the FCC radio frequency exposure limits. 
Nevertheless, the Wireless LAN shall be used in such a manner that the potential for human contact during 
normal operation is minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user’s manual for the details regarding antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit 民 F field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website 

www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radiation/99ehd-dhm237/index-eng.php./ 








凸無線 LAN について 


参 Europe 


Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 

Belgie/ 

Belgique: 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m no special 
registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT. 


Voor prive-gebruik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner dan 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300 m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 

BIPT. 


Dans le cas d'une utilisation privee, a I'exteneur d'un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est necessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 
may be used outdoors in France. 


Ba 打 de de frequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises e 打 droits exterieur en France. Vous pouvez contacter I'Autorite de 
Regulation des Telecommuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

Italia: 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessione ministeriale anche per I'uso interno. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebruik met buite 打 antennes. Neem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 

To remain in 

conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the above 


2.4GHz channel limitations applv lor outdoor usage, rhe user should use the Wireless LAN uiiiitv to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 
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凸無線 LAN について 


• Taiwan 

Article 12 

Without permission granted by the DGT or NCC, any company, enterprise, or user is not 
allowed to change frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as 
performance to an approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 

The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere legal 
communic ations; 

If found, the user shall cease operating immediately until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance with the 
Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 






凸無線 LAN について 


mm 使用でまる国/地域について 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/地域し U 外では使用 
でをません。 


■ RTL8191SE b/g/n モジュール 


アイスランド 

オマーン 

スイス 

バーレーン 

香港 

アイルランド 

オランダ 

スウェーデン 

パキスタン 

マセドニア 

アゼルバイジャン 

ガーナ 

スペイン 

パナ7 

7ルタ 

アメ 1」力合衆国 

カヴフスタン 

スリランカ 

パプアニューギニア 

7レーシア 

アラブ首長国連邦 

カタール 

ス□バキア 

パラグアイ 

南アフリカ 

アルゼンチン 

カナダ 

ス□ベニア 

八ンガ U — 

メキシコ 

ァルバニァ 

韓国 

セルビア 

フィ1」ピン 

モヴンビーク 

イギリス 

カンボジア 

タィ 

フィンランド 

モナつ 

イタ1」ア 

キプ□ス 

台湾 

プエルトリコ 

ヨルダン 

インド 

ギリシャ 

チェコ 

フランス 

ラトビア 

インドネシア 

キルギスタン 

中国 

ブルガリア 

1」トアニア 

ウクライナ 

ク□アチア 

チ1」 

ベトナム 

1」ヒテンシュタイン 

ウルグアイ 

クウェート 

デンマーク 

ベネズエラ 

ルーマニア 

エクアドル 

ケニア 

ドィツ 

ペルー 

ルクセンブルク 

エジプト 

つスタ1」力 

ド S 二力 

ベルギー 

レバノン 

エストニア 

つ□ンビア 

トルコ 

ポーランド 

□シア 

エルサルバドル 

サウジアラビア 

曰本 

ボスニア'ペレツェゴけ 


オーストラ1」ア 

シンガポール 

ニュージー ランド 

ボ1」ビア 

オースト1」ア 

ジンバブエ 

ノルウェー 

ポルトガル 


に009年8月現在) 


• 802.1 In モードではアドホック通信は使用できません。 
•アドホック通信は、 Chi 〜 Ch ]] で使用できます。 

• インフラストラクチャ通信は、 Ch ] 〜 Ch ] 3で使用できます。 










































凸無線 LAN について 


■ RTL8192E b/g/n モジュール 


アイスランド 

オランダ 

スペイン 

バーレーン 

香港 

アイルランド 

カタール 

ス□バキア 

パナ7 

ホンジュラス 

アゼルバイジャン 

カナダ 

ス□ベニア 

パプアニューギニア 

7ルタ 

アメ 1」力合衆国 

韓国 

セルビア 

バミューダ 

7レーシア 

アラブ首長国連邦 

キプ□ス 

夕斗 

パラグアイ 

南アフリカ 

アルゼンチン 

ギリシャ 

台湾 

八ンガ1」一 

メキシコ 

イギリス 

キルギスタン 

チェコ 

フィ1」ピン 

モナつ 

イタ1」ア 

グアテマラ 

中国 

フィンランド 

モ□ッコ 

ィンド 

クゥェート 

チ1」 

ブラジル 

モンテネグロ 

インドネシア 

ク□アチア 

デンマーク 

フランス 

ヨルダン 

ウルグアイ 

ケニァ 

ドイツ 

ブルガリア 

ラトビア 

エクアドル 

つ□ンビア 

ドミニカ 

ベトナム 

1」トアニア 

エジプト 

サウジアラビア 

トルコ 

ペルー 

リヒテンシュタイン 

エストニア 

ジャマイカ 

ナイジェ1」ア 

ベルギー 

ルーマニア 

エルサル八'ドル 

シンガポール 

ニカラグア 

ポーランド 

ルクセンブルク 

オーストラリア 

ジンバブエ 

曰本 

ボスニア.ヘルツエゴけ 

レノ（ノン 

オースト1」ア 

スイス 

ニユージー ランド 

ボ1」ビア 


オマーン 

スウェーデン 

ノルウェー 

ポルトガル 


に009年8月現在) 


• 802.1 In モードではアドホック通信は使用できません。 
•アドホック通信は、 Chi 〜 Chi ] で使用できます。 

•インフラストラクチャ通信は、 Ch ] 〜 Ch ]3 で使用できます。 




























凸無線 LAN について 


■ Intel a/b/g/n モジュール 


アイスランド 

カナダ 

スウェーデン 

パナ7 

ホンジュラス 

アイルランド 

韓国 

スペイン 

バミューダ 

マラウイ 

アメ 1」力合衆国 

カンボジア 

ス□バキア 

パラグアイ 

7ルタ 

アラブ首長国連邦 

キプ□ス 

ス□ベニア 

八ンガ U — 

7レーシア 

イギリス 

ギリシャ 

タィ 

フィ1」ピン 

南アフリカ 

イタ1」ア 

キルギスタン 

台湾 

フィンランド 

モナつ 

ィンド 

ク□アチア 

チェコ 

プエルト1」コ 

モ□ッコ 

インドネシア 

グアテマラ 

中国 

ブラジル 

モンテネグロ 

ウルグアイ 

クウェート 

チ1」 

フランス 

ヨルダン 

エジプト 

ケニァ 

デンマーク 

ブルガリア 

ラトビア 

エストニア 

つスタ1」力 

ドィツ 

ベトナム 

1」トアニア 

エルサルバドル 

つ□ンビア 

トルコ 

ベルギー 

1」ヒテンシュタイン 

オーストラ1」ア 

サウジアラビア 

曰本 

ポーランド 

ルーマニア 

オースト1」ア 

ジャマイカ 

ニューカレドニア 

ボスニア'ペレツェゴけ 

ルクセンブルク 

オマーン 

シンガポール 

ニュージーランド 

ボ1」ビア 

レバノン 

オランダ 

ジンバブエ 

ノルウェー 

ポルトガル 


カタール 

スイス 

バーレーン 

香港 


に009年8月現在) 


• 802.1 ] a および 802.1] n モードではアドホック通信は使用できません。 

•アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chi 〜 Ch ]] で使用できます。 

•インフラストラクチャ通信でのアクセスポイントへの接続は、 Chi 〜 Chi 3, Ch 36, 
Ch 40, Ch 44, Ch 48, Ch 已 2, Ch 已己， Ch 己 0, Ch 己 4, ChlOO , Chi 04, Chi 08, 
Chi 12, Chi 16, Chi 20, Chi 24, Chi 28, Chi 32, Ch ]3 己， Ch ]40 でイま用でさ 
ます。 


























凸無線 LAN について 


mm 「まミ無線 LAN 己 GHz 有効無効ツール j について 

* Intel a/b/g/n モジュール搭載モデルのみ 


已 GHz 帯無線 LAN を屋外で使用することはできません。 

本製品を屋外に持ち出す場合には、「東芝無線 LAN 已 GHz 有効無効ツール」で已 GHz の周波数帯 
域を OFF にしてください。 

I [ スタート ] ボタン（@)一 [ すべてのプ □ グラム ] 一 [TOSHIBA] 
一 [ ネットワーク ] 一 [ 無線 LAN 已 GHz 有効無効ツール]をクリック 
する 

[東芝無線 LAN 5 GHZ 有効無効ツール]画面び表示されます。 

0 [OFF] ボタンをクリックし①、 [ 閉じる ] ボタンをクリックする② 


の 

I ② 


■ 已 GHz の周波数帯域び OFF になります。 

封メモ_ 

•屋内で已 GHz の周波数帯域を使用する場合は、手順0で [ON] ボタンをク U ックし、已 GHz の周波 
数帯域を ON にしてください。 













































5 1 Bluetooth について 


本 Bluetooth モデルのみ 


mm お埋仕様 



通信方式 

Bluetooth Specification Ver .2.1 +EDR 


無線周波数帯 

2.4 GHz に 402 〜 2480 MHz ) 

ワイヤレス通信 

変調方式 

周波数ホッピング方式 

2値 FSK 


出力*' 

最大 十 4 dBm (P 日 wer ClassS ) 


受信感度*1 

-7 日服 m 


通信距離 

見通し] Om * 百 

電源電圧 

3.3 V 

消費電力 

最大200 mA 


*1 アンテナの効率は含まれません。 

*2 周囲の電波環境、障害物、設置環境などにより異な0ます。 



B お線特性 

Bluetooth モジューパ 


ルの無線特性は、製品を購入した国、購入した製品の種類により異なる場 


合びあります。 

多くの場合、無線通信は国/地域によって使用び規制されています。無線ネットワーク機器は、 
無線免許の必要ない 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、国/地域の無線規制に 
より無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあります。 

本製品の团 uetooth 通信機能び使用できる国/地域については、「本節 mm 使用できる国/ 
地域について」を確認してください。 

無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 


反 f メモ 

• アンテナの近<に金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことびあ 
ります。 

•無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物"びある場合ち、通信範囲に影響をちえ 
まず。 
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且 Bluet 001 ih について 


mm Bluetooth ® まミ製モジ: L - ルを日本でお使いの場合のごミ主意国 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.7 已 MHz と重 
複しています。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーをパソコン本 
体に貼り付けてください。 


この機器の使用周波数帯は 2.4GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業 - 科学 - 医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等（しソ下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1 . この機器を使用する前に、近くで r 他の無線局」が運用されてい 
ないことを$害認して < ださい。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が凳生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起さたとさは、まち PC あんしんヴポートへお問い合わせくだ 
さい。 


■ 現品表 / J 、 

本製品と捆包箱には、なに示す現品表示び記載されています。 


① 2.4 

② FH 

③ ] 

④口 


①②③ 





2, 400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調方式び FH - SS 方式であることをおす。 

想定される与干渉距離び1 Om じ(下であることを示す。 

2, 400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意昧する。 


■ま芝 PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんヴポートの連絡先は、裏表紙を参照してください。 
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mm 機器認証表示について 

本製品は、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局の端末設備として、技 
術基準適合認証を受けております。 

次のいずれかび組み込まれています。 

無線設備名 ： EYTFEBS 
財団法人電気通信端末機器審査協会 
認証番号 : D 07-0 120003 

または 

無線設備名 ： EYTFXCS 
財団法人電気通信端末機器審査協会 
認証番号 : D 07-0040001 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピューター）に実装して使用す 
ることを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触する恐 
れびありますので、十分にごミ主意ください。 


U お知6せ 


■無線製品の相互運用性 



Bluetooth ® 東芝製モジュールは 、 Frequency Hopping Spread Spectrum ( FHSS ) 無線 
技術を使用するあ日ゆる团 uetooth ® ワイヤレステクノ □ジを用いた製品と相互運用できるよ 
ラに設計されており、巧の規格に準拠しています。 

• Bluetooth Special Interest Group 策足の Bluetooth Specification 


Ver .2.1 +EDR 


• Bluetooth Special interest Group の定義する Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジの Logo 
認証 


た-すメモ 

•本製品はすべての Bluetooth ® ワイヤレステクノロジを用いた機器との接続動作をお認したものではあ 
りません。ご使用にあたっては、 Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジを用いた機器対応の動作条件と接 
続の可否情報を取扱元にご確認<ださい。 


また下記の取り扱い上のを意点びあります。 

( 1 ) 本製品は Bluetooth ® Versions . 1 + EDR 仕様に準拠しております。 

Bluetooth ® Version 1 . OB 仕様の Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジを用いた機器とは互 
換性びありません。 

(2) 2.4 GHz 帯の Wireless - LAN び近距離で使用されていると通信速度のほ下または通信エ 
ラーび発生する可能性びあります。 

(3) Bluetooth ® と Wi 旧 less - LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波 
び干渉し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障 
びある場合は、今お使いの团 uetooth ®、 Wireless - LAN のいずれかの使用を中止してくだ 
さい。 
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■健康への影響 

Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジを用いた製品はほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エ 
ネルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとは 
るかに低いレベルに抑えられています。 

Bluetooth ® 東芝製モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載のガイドライ 
ンにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。この安全基準お 
よび勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検討している専 
門家の委員会による審議結果びまとめられています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有ちまたは組織の責任者び Bluetooth ® ワイヤ 
レステクノ□ジの使用を制限する場合びあります。次にその例を示します。 

•飛行機の中で Bluetooth ® ワイヤレステクノ □ジを用いた装置を使用する場合 
• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわからない場 
合は、 Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジを用いた装置の電源を入れる前に、管理留こ使用の 
可否について確認してください。 


Regulatory statements 

参 General 

This product complies witn anv mandatory product speciiication in any Country/ Region where 
the product is sold. In addition, the product complies with the following. 

# European Union (EU) and EFTA 

This equipment complies with the 民 &TTE directive 1999/5/EC and has been provided with the 
CE mark accordingly, 

• Canada - Industry Canada (1C) 

This device complies with 民 SS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , 
and (2) this device must accept any interference, including interference that may cause 
undesired operation of this device." 

L ’ utilisation de ce dispositif est autorisee seulement aux conditions suivantes :(1)il ne doit pas 
produire de brouillage et (2)1’ utilisateur du dispositif doit etre pret a accepter tout brouillage 
radioelectrique recu, meme si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement 
du dispositif. 

The term "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada 
technical specifications were met. 








且 Bluet 001 ih について 


• USA-Federal Communications Commission (FCC) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a articular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, wnich can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the distance between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized 
modification of the devices included with this Bluetooth® Card from TOSHIBA, or the 
substitution or attachment of connecting cables and equipment other than specified by 
TOSHIBA. 

The correction oi interference caused by such unauthorized modification, substitution or 
attachment will be the responsibility of the user. 

Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

The radiated output power of the Bluetooth® Card from TOSHIBA is far below the FCC radio 
frequency exposure limits. Nevertheless, the Bluetooth® Card from TOSHIBA shall be usea in 
such a manner that the potential for human contact during normal operation is minimized. The 
antenna(s) used in this device are located at the upper edge of the LCD screen, and this device 
has been tested as portable device as defined in Section 2.109 3 of FCC rules when the LCD 
screen is rotated 180 degree and covered the keyboard area. In addition, Bluetooth has been tested 
with Wireless LAN transceiver for co-location requirements. This device and its antenna(s) 
must not be co-located or operating in conjunction with any other antenna or transmitter. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that 
it does not emit 民 F field in excess of Health Canada limits for the general population; consult 
Safety し ode 6, obtainable from Health Canada’s website www.hc-sc.gc.ca/qwh-semt/pubs/ 
radiation/99ehd-dhm237/index-eng,php. 
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参 Taiwan 

Article 12 Without permission granted Dy the DGf or NCC, anv company, enterprise, or user 
is not allowed to change frequency, enhance transmitting power or alter original 
characteristic as well as performance to a approved low power radio-frequency 
devices. 

Article 14 The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and 
interfere legal communications; If found, the user shall cease operating immediately 
until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in 
compliance with the Telecommunications Act, 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference 
from legal communications or ISM radio wave radiated devices. 


■ a 使用でまる国/地域について 



• 本製品は、なにあげる国/地域の無線規格を取得しております。これ日の国/地域(かでは使用 
でさません。 
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いろいろな機能を巧おラ 


is ." 諸離 III 鶴!!窺齡謹龍皆ておりまず。 


東ち PC 総合情報サイト 

http://dynabook.com/ 


ま忌 PC あんしんヴポート 


巧術のなご質問、お問い合わせ、修理のご依頼をお受けいたしまず。 

全国其通電話番号 0120 - 97-1 048 (通話料•電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、アナウンスが流れます。 

アナウンスに従ってご希望の窓□に該当する番号をプッシュしてください。 

電話番号は、お間違えのないよラ、ご確認の上おかけください。 

海列からの電話、携帯電話、 PHS または直収回線など回線契約によってはつなびらない 
場合びございます。その場合は TEL 043-298-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わ 
せください。 

ご相談の内容により、別のヴポート窓□をご案内する場をびございます。 

技術相談窓□受付時間：日： 00-19 ： 00 (年中無休） 

修理相談窓□受付時間：日： 00〜22 : 00件ま年始12/31〜1/3を除く） 

▼インターネットで修理のお申し込み 

http;//dynabook.com/assistpc/repaircenter/i repair.htm 

V_ J 


お問い合わせの詳細につをましては、『東ち PC サポートのご案内』をご参照ください。 

-本書の内容は、改善のため予告なしに変更することびあります。 

-本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは禁止されています。 
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東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせ<ださい。 
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